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論
文昭

和
戦
前
期
に
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
発
売
さ
れ
た
近
代
琵
琶
楽

―
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
を
例
に
―

曽　

村　

み
ず
き

本
稿
は
、
薩
摩
琵
琶
や
筑
前
琵
琶
に
代
表
さ
れ
る
近
代
琵
琶
楽
の
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
発
売
状
況
調
査
か
ら
、
当
時
近
代
琵
琶
楽
が
ど
の

よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
各
レ
コ
ー
ド
会
社
の
月
報
お
よ
び
総
目
録
か
ら
、
近
代

琵
琶
楽
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
発
売
情
報
を
網
羅
的
に
調
査
・
抽
出
し
た
。
本
稿
で
は
、
欠
号
の
少
な
い
コ
ロ
ム
ビ
ア
お
よ
び
廉
価
盤
の
リ
ー
ガ
ル
レ
コ
ー
ド
、
ビ
ク

タ
ー
お
よ
び
廉
価
盤
の
ビ
ク
タ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
レ
コ
ー
ド
、
ビ
ク
タ
ー
大
衆
盤
、
ス
タ
ー
レ
コ
ー
ド
、
ビ
ク
タ
ー
Ｚ
盤
を
対
象
と
す
る
。

本
論
文
で
は
、
大
正
期
ま
で
の
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
収
録
状
況
を
概
観
し
た
う
え
で
、
昭
和
戦
前
期
の
発
売
調
査
結
果
か
ら
、
曲
種
・
曲
目
・
演
奏
者
の

三
点
に
着
目
し
て
分
析
し
た
。
さ
ら
に
、
本
研
究
の
対
象
時
期
に
発
売
さ
れ
た
近
代
琵
琶
楽
の
時
局
レ
コ
ー
ド
を
取
り
上
げ
、
収
録
さ
れ
た
題
材
・
演
奏
者
の
傾

向
を
考
察
し
た
。

レ
コ
ー
ド
発
売
数
よ
り
、
大
正
初
期
ま
で
の
錦
心
流
宗
家
・
永
田
錦
心
の
人
気
か
ら
一
転
し
て
、
大
正
期
半
ば
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
は
筑
前
琵
琶
が
広
く
享

受
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
収
録
曲
に
は
、
曲
種
を
問
わ
ず
、
薩
摩
・
錦
心
流
琵
琶
で
人
気
と
な
っ
た
楽
曲
・
題
材
が
選
択
さ
れ
た

傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
琵
琶
演
奏
家
に
は
、
レ
コ
ー
ド
会
社
専
属
と
し
て
収
録
を
行
っ
た
者
も
お
り
、
さ
ら
に
時
局
物
を
含
む
レ
コ
ー
ド
収
録
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
自
身
の
名
前
や
演
奏
の
普
及
に
努
め
、
音
楽
活
動
の
場
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。

昭
和
戦
前
期
で
は
、
邦
楽
レ
コ
ー
ド
発
売
開
始
当
初
か
ら
、
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
は
多
く
発
売
さ
れ
た
が
、
廉
価
盤
創
始
と
と
も
に
発
売
レ
ー
ベ
ル
は
次
第
に
廉

価
盤
へ
と
移
行
し
、
発
売
数
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
収
録
も
行
い
な
が
ら
、
廉
価
盤
か
ら
は
昭
和
一
〇
年
代
前
半
ま
で
一
定
数
の
発
売
が

あ
り
、
近
代
琵
琶
楽
は
昭
和
期
以
降
に
低
迷
期
へ
と
向
か
う
も
の
の
、
筑
前
琵
琶
を
中
心
に
こ
の
時
期
も
人
気
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
戦
況
が
激
化
し
て
い
く

中
で
、
人
気
を
維
持
す
る
た
め
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
時
局
レ
コ
ー
ド
を
様
々
な
題
材
で
即
時
的
に
発
売
・
収
録
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
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一　

は
じ
め
に

一

－

一　

背
景
、
目
的
、
対
象

近
代
琵
琶
楽
は
、
薩
摩
琵
琶
や
筑
前
琵
琶
と
い
っ
た
、
明
治
後
期

か
ら
大
正
期
に
か
け
て
東
京
を
中
心
と
し
て
全
国
的
に
流
行
し
た
琵

琶
楽
で
あ
る
。
こ
う
し
た
近
代
琵
琶
楽
の
流
行
の
背
景
に
は
、
新
た

な
流
派
の
成
立
や
音
楽
内
容
の
発
展
が
あ
る
一
方
で
、
レ
コ
ー
ド
発

売
や
ラ
ジ
オ
放
送
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も
多
分
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
近
代
琵
琶
楽
研
究
で
は
、
音
源
資
料
を
用

い
た
音
楽
分
析
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た
が
（
薦
田 

二
〇
〇
八
、
曽

村 

二
〇
二
〇
）、
分
析
対
象
と
な
る
レ
コ
ー
ド
の
発
売
状
況
を
扱
う

研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
近
代
琵
琶
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に

は
、
歴
史
的
な
題
材
を
扱
っ
た
古
典
曲
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
出

来
事
を
題
材
に
し
た
時
局
物
も
多
く
、
日
清
・
日
露
戦
争
期
か
ら
と

り
わ
け
戦
争
を
題
材
に
し
た
新
作
琵
琶
歌
が
多
く
作
ら
れ
た
（《
常

陸
丸
》《
橘
大
隊
長
》
等
）。
昭
和
時
代
に
入
っ
て
以
降
も
、
満
州
事

変
を
き
っ
か
け
と
し
て
時
局
物
の
琵
琶
歌
が
盛
ん
に
作
曲
さ
れ
、
水

島
結
子
（
二
〇
一
四
）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
琵
琶
歌
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
、
戦
争
物
に
着
目
し
て
調
査
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
本
研
究
は
昭
和
戦
前
期
、
す
な
わ
ち
第
二

次
世
界
大
戦
終
戦
ま
で
を
対
象
に
、
各
レ
コ
ー
ド
会
社
の
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
発
売
状
況
を
調
査
し
、
収
録
楽
曲
や
演
奏
者
の
傾
向
分
析
を

通
し
て
、
当
時
近
代
琵
琶
楽
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
「
国
会
図
書
館
」
と
表
記
）

に
所
蔵
さ
れ
る
各
レ
コ
ー
ド
会
社
の
月
報
お
よ
び
総
目
録
を
調
査

し
、
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
発
売
調
査
を
網
羅
的
に
行
っ
た
。
月

報
と
は
、
レ
コ
ー
ド
会
社
が
刊
行
す
る
月
刊
新
譜
目
録
で
、
基
本
的

に
は
「
カ
タ
ロ
グ
／
レ
コ
ー
ド
番
号
、
曲
種
、
曲
名
、
作
歌
作
曲

者
、
枚
数
、
演
奏
者
、
価
格
、
レ
コ
ー
ド
の
種
類
（
赤
盤
・
黒
盤

等
）」
と
い
っ
た
項
目
が
一
覧
に
記
載
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
実
際

の
レ
コ
ー
ド
の
発
売
は
、
月
報
の
前
月
下
旬
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
続
い
て
総
目
録
は
、
そ
れ
ま
で
に
発
売
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
が
基

本
的
に
は
す
べ
て
掲
載
さ
れ
る
。
た
だ
し
目
録
は
演
奏
者
ご
と
に
記

載
さ
れ
る
た
め
、
総
目
録
の
み
で
は
、
具
体
的
な
発
売
時
期
を
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
月
報
に
も
刊
行
年
に
お
け
る
前
月

ま
で
の
既
発
売
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は

年
一
回
刊
行
さ
れ
る
総
目
録
よ
り
も
掲
載
さ
れ
る
期
間
の
範
囲
が
狭

く
、
レ
コ
ー
ド
発
売
時
期
の
特
定
が
し
や
す
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
月
報
の
新
譜
情
報
を
中
心
に
、
総
目
録
お
よ
び
月
報
の
既
発

売
目
録
で
情
報
を
補
っ
て
分
析
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け
、
昭
和
戦
前

期
に
近
代
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
発
売
が
多
く
確
認
で
き
た
レ
コ
ー
ド
会

社
に
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
ビ
ク
タ
ー
、
タ
イ
ヘ
イ
、
ニ
ッ
ト
ー
、
テ
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イ
チ
ク
、
ポ
リ
ド
ー
ル
、
キ
ン
グ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
そ
れ
ら
の
目
録
は
、
レ
コ
ー
ド
会

社
に
よ
っ
て
所
蔵
状
況
に
差
が
あ
り
、
す
べ
て
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の

発
売
状
況
を
記
述
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
比

較
的
欠
号
の
少
な
い
コ
ロ
ム
ビ
ア
お
よ
び
そ
の
廉
価
盤
で
あ
る
リ
ー

ガ
ル
レ
コ
ー
ド
（
以
下
「
リ
ー
ガ
ル
」
と
表
記
）、
ビ
ク
タ
ー
お
よ

び
そ
の
廉
価
盤
で
あ
る
ビ
ク
タ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
レ
コ
ー
ド
（
後
に
ビ
ク

タ
ー
大
衆
盤
、
以
下
「
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
表
記
）、
ス
タ
ー
レ
コ
ー
ド

（
以
下
「
ス
タ
ー
」
と
表
記
）、
ビ
ク
タ
ー
Ｚ
盤
（
以
下
「
Ｚ
盤
」
と

表
記
）
を
対
象
と
し
、
曲
種
、
曲
目
、
演
奏
者
の
三
観
点
か
ら
、
収

録
内
容
の
傾
向
を
考
察
す
る
（
第
三
章
）。
調
査
対
象
期
間
は
、
コ

ロ
ム
ビ
ア
は
「
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
蓄
音
器
株
式
会
社
」
設
立
後
、
邦

楽
レ
コ
ー
ド
発
売
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
一
月

以
降
、
ビ
ク
タ
ー
は
「
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
株
式
会
社
」
設
立

後
、
邦
楽
レ
コ
ー
ド
の
発
売
が
始
ま
っ
た
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

四
月
以
降
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
終
戦
前
の
発
売
中
止
ま
で
の
期
間
と
す

る
。ま

た
、
本
研
究
で
の
対
象
時
期
は
、
各
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
時
局
レ
コ
ー
ド
が
頻
繁
に
発
売
さ
れ
た

期
間
で
も
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
は
近
代
琵
琶
楽
で
も
み
ら
れ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
お
よ
び
そ
れ
ら
の
廉

価
盤
で
発
売
さ
れ
た
時
局
レ
コ
ー
ド
を
取
り
上
げ
、
近
代
琵
琶
楽

に
お
け
る
時
局
レ
コ
ー
ド
制
作
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
（
第
四

章
）。
ま
た
本
稿
で
は
、
と
り
わ
け
戦
争
を
題
材
に
し
た
レ
コ
ー
ド

を
「
時
局
レ
コ
ー
ド
／
時
局
物
」
と
し
て
記
述
す
る
。

一

－

二　

各
レ
コ
ー
ド
会
社
概
要

こ
れ
ま
で
に
各
レ
コ
ー
ド
会
社
よ
り
社
史
が
複
数
刊
行
さ
れ
て
い

る
た（

注
�
）め

、
本
稿
で
は
対
象
期
間
で
あ
る
邦
楽
レ
コ
ー
ド
発
売
お
よ
び

廉
価
盤
の
創
始
を
中
心
に
記
述
す
る
。
ま
た
、
国
会
図
書
館
に
お
け

る
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
お
よ
び
そ
れ
ら
の
廉
価
盤
の
邦
楽
レ

コ
ー
ド
の
月
報
・
総
目
録
の
所
蔵
状
況
は
、【
表
一
】
の
通
り
で
あ

る
。

（
一
）
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ー
ガ
ル

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
〇
月
に
「
日
米
蓄
音
機
製
造
株
式

会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
第
一
回
新

譜
が
発
売
さ
れ
た
。
翌
年
一
〇
月
に
は
「
株
式
会
社
日
本
蓄
音
器

商
会
」
を
創
立
（
以
下
「
日
米
蓄
音
機
製
造
株
式
会
社
」「
株
式
会

社
日
本
蓄
音
器
商
会
」
を
あ
わ
せ
て
「
日
蓄
」
と
表
記
）、
大
正
四

年
（
一
九
一
五
）
に
は
製
品
を
片
面
盤
か
ら
両
面
盤
へ
切
り
換
え
た

と
同
時
に
、
再
発
売
や
新
譜
を
「
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
」
に
統
一
し
た
。
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【表一】国会図書館における各レーベルの月報・総目録所蔵状況一覧
（2019 年 12 月 7 日現在）

レーベル コロムビア
（ニッチク） 

コロムビア大衆盤
（リーガル） ビクター ジュニア・大衆

盤・スター・Z 盤
1928 ○ ○ ○
1929 ○ ○ ○ ○
1930 ○ ○ ○ ○
1931 ○ ○ ○ ○

1932 1, 2, 
4-12 ○ ○ ○ ×

1933 ○ ○ 9, 12 ○ ○ ○ 2, 4-12

1934 ○ ○ 1, 4, 9, 
10 × ○ ○ ○ ○

1935 ○ ○ 5-10, 12 ○ ○ ○ ○ ○

1936 ○ ○ 1, 2, 8, 
9, 11, 12 ○ ○ ○ ○ ○

1937 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1-9, 11, 
12 ○

1938 1-5, 8, 
9, 11, 12 ○ 1-5, 8, 

9, 11, 12 ○ ○ ○ 1, 2, 
4-12 ○

1939 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1940 1, 2, 
4-12 ○ 1, 2, 

4-12 ○ ○ ○ ○
（1-3?） ○

1941 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

1942 1, 4-12 ○
（抜粋） 1, 4-12 ○

（抜粋） ○ ○
（抜粋） ○ ○

1943 1-5, 7, 
8, 10-12

1-4, 
6-12 ○ ○

1944 2 1, 3

〈凡例〉
・各レーベルの左列に月報、右列に総目録を記載した。
・所蔵がある場合は「○」、ない場合は「×」で示した。
・月報は 12ヶ月分すべてが揃っていない場合、所蔵がある月を記載した。
・月報・総目録の刊行が確認できなかった年は空欄とした。
・ビクター1943 年 1～3 月分は 1943 年 5 月発行「番号順総目録」より抜粋した。
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そ
し
て
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
に
は
「
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

蓄
音
器
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
邦
楽
レ
コ
ー

ド
の
初
回
発
売
が
あ
り
、
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
は
一
種
発
売
さ
れ
た
。

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
新
譜
か
ら
レ
ー
ベ
ル
を
「
ニ
ッ
チ

ク
」
と
改
称
す
る
が
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
三
月
頃
に
は
レ

コ
ー
ド
の
生
産
が
中
止
さ
れ
た
。

リ
ー
ガ
ル
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
か
ら
コ
ロ
ム
ビ
ア

の
廉
価
盤
と
し
て
発
売
さ
れ
た
レ
ー
ベ
ル
で
あ
る
。
当
初
は
旧
オ
リ

エ
ン
ト
、
ヒ
コ
ー
キ
、
イ
ー
グ
ル
の
再
発
売
が
多
く
、
第
一
回
発
売

で
は
六
八
〇
枚
が
発
売
さ
れ
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
頃

ま
で
発
売
は
続
い
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
版
の
総
目
録
に
は

琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
ま
で
の
他
レ
ー
ベ
ル
の
再
発
売
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

価
格
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
一
般
的
な
黒
盤
が
一
枚
一
円
五
〇
銭
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
リ
ー
ガ
ル
は
一
枚
八
〇
銭
で
、
戦
況
の
悪
化

に
伴
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
第
に
高
騰
し
て
い
っ
た
。

（
二
）
ビ
ク
タ
ー
・
ス
タ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
Ｚ
盤

「
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
株
式
会
社
」
は
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
九
月
に
設
立
さ
れ
た
。
邦
楽
レ
コ
ー
ド
の
発
売
は
翌

年
四
月
に
開
始
し
、
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
は
三
種
発
売
さ
れ
、
当
時
の

人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

ビ
ク
タ
ー
の
廉
価
盤
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

一
二
月
の
新
譜
が
初
回
と
さ
れ
る
。
価
格
は
ビ
ク
タ
ー
の
一
般
的
な

黒
盤
が
一
枚
一
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
は
一
枚

一
円
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
同
様
に
統
制
等
に
よ
り
次
第
に

値
上
が
り
し
た
。
国
会
図
書
館
に
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月

以
降
の
月
報
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
既
発
売
目
録
に
は
琵
琶

の
レ
コ
ー
ド
は
記
載
が
な
く
、
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
初
回
発
売
は
昭
和

八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
と
推
定
で
き
る
。
以
降
ジ
ュ
ニ
ア
の
発
売

は
続
く
が
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
四
月
か
ら
は
ビ
ク
タ
ー
大

衆
盤
と
し
て
発
売
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
七

月
に
は
、
廉
価
レ
ー
ベ
ル
を
独
立
さ
せ
た
形
で
ス
タ
ー
か
ら
の
発
売

が
開
始
し
た
。
し
か
し
そ
の
発
売
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
六

月
を
最
後
に
み
ら
れ
な
く
な
り
、
同
年
七
月
か
ら
は
Ｚ
盤
と
し
て
廉

価
盤
の
発
売
が
続
い
た
。

二　
 

大
正
期
ま
で
の
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
収
録
状
況
と
琵
琶
楽

関
係
者
の
反
応

明
治
期
に
お
け
る
邦
楽
レ
コ
ー
ド
収
録
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
六

年
（
一
九
〇
三
）
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
出
張
録
音
を
行
っ
た
、
英
国
グ

ラ
モ
フ
ォ
ン
に
よ
る
録
音
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
録
音
群
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に
は
近
代
琵
琶
楽
の
う
ち
薩
摩
琵
琶
が
含
ま
れ
て
い
た
。
薩
摩
琵
琶

奏
者
の
平
豊
彦
に
よ
り
六
曲
を
収
録
し
、
そ
の
う
ち
五
曲
は
復
元
さ

れ
、
当
時
の
音
を
現
在
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
五
曲

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
薩
摩
琵
琶
の
曲
節
を
含
む
内
容
で
、
多
様
な

音
楽
要
素
を
収
録
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
う
か
が
え（

注
�
）る

。

蝋
管
レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
ん
だ
琵
琶
奏
者
に
は
、
筑
前
琵
琶
で
は

橘
智
定
（
初
代
旭
翁
）、
橘
友
子
（
旭
桜
）、
薩
摩
琵
琶
で
は
平
豊

彦
、
那
須
祐
直
、
吉
水
経
和
（
初
代
錦
翁
）
が
い
た
。
薩
摩
琵
琶
奏

者
で
あ
っ
た
西
幸
吉
や
四
元
義
一
は
、「
夜
店
に
於
て
料
金
で
聴
か

せ
る
事
は
正
に
琵
琶
の
品
位
を
穢
す
も
の
」
だ
と
し
て
、
蝋
管
へ
の

吹
き
込
み
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
間
に
最
も
流
行

し
た
の
は
那
須
の
録
音
だ
っ
た
と
い
う
（
椎
橋 
一
九
三
一
、 

一
二

頁
、
以
下
引
用
文
は
す
べ
て
新
字
体
で
表
記
し
た
）。
明
治
四
二

年
（
一
九
〇
九
）
二
月
上
旬
、
薩
摩
琵
琶
の
一
流
派
で
あ
る
錦
心
流

宗
家
・
永
田
錦
心
は
、
蝋
管
蓄
音
器
へ
の
吹
き
込
み
の
機
会
を
得

た
が
、
当
初
の
予
定
を
変
更
し
て
日
蓄
に
て
米
国
人
技
師
に
よ
り

収
録
を
行
っ
た
の
が
、
初
め
て
の
平
円
盤
へ
の
吹
き
込
み
で
あ
っ

た
。
同
日
に
は
小
田
錦
虎
、
肥
後
錦
獅
、
岩
見
錦
浦
、
萩
原
重
子

ら
を
伴
っ
た
が
、
錦
心
は
《
石
童
丸
》
を
収
録
し
、
こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
錦
心
の
名
も
広
く
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
（
永

田 

一
九
〇
九
、
椎
橋 

一
九
三
一
）。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）

ま
で
に
日
蓄
に
原
盤
を
収
め
た
琵
琶
奏
者
に
は
、
薩
摩
琵
琶
に
は
永

田
錦
心
、
那
須
祐
直
、
岩
見
錦
浦
、
筑
前
琵
琶
に
は
高
峰
筑
風
、
日

高
旭
鶴
が
挙
げ
ら
れ（

注
�
）る

。

倉
田
喜
弘
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
れ
ば
、
日
蓄
で
の
明
治
末
期
・

大
正
初
期
に
お
け
る
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
は
、
明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）
九
月
〜
四
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
に
は
、
薩
摩
琵

琶
が
三
一
種
、
筑
前
琵
琶
が
二
一
種
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
八

月
〜
二
年
（
一
九
一
三
）
一
一
月
に
は
、
薩
摩
琵
琶
が
一
五
種
、
筑

前
琵
琶
が
七
種
発
売
さ
れ
た
。
ま
た
倉
田
は
、
薩
摩
琵
琶
が
筑
前
琵

琶
よ
り
も
発
売
数
が
多
い
点
に
関
し
て
、
永
田
錦
心
の
人
気
の
高

さ
が
影
響
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
七
四
〜
七
五
頁
）。
そ
の

後
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
る
と
、

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
で
は
こ
れ
を
一
大
転
機
と
し
て
、
永
田
錦
心
、
高
峰

筑
風
、
吉
村
岳
城
、
榎
本
錦
意
（
芝
水
）、
雨
宮
錦
峰
（
薫
水
）、
豊

田
旭
穣
、
高
野
旭
嵐
、
高
野
旭
方
に
演
奏
者
を
拡
大
し
て
収
録
を

行
っ
た
。
限
定
的
で
は
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
大
正
期
の
発

売
分
が
掲
載
さ
れ
る
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
の
総
目
録
を
み
る
と
、
薩
摩
琵

琶
よ
り
も
筑
前
琵
琶
の
ほ
う
が
発
売
数
は
多
く
、
大
正
期
の
間
に
は

筑
前
琵
琶
が
薩
摩
琵
琶
の
人
気
を
凌
駕
し
て
い
た
よ
う（

注
	
）だ

。

レ
コ
ー
ド
収
録
に
関
す
る
琵
琶
演
奏
家
の
視
点
か
ら
の
記
述
は
、

主
に
琵
琶
愛
好
家
向
け
の
月
刊
雑
誌
『
琵
琶
新
聞
』（
一
九
〇
九
〜
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四
四
）
に
み
ら
れ
る
。
同
誌
第
一
三
九
号
（
一
九
二
一
）
に
は
、
新

た
な
レ
コ
ー
ド
吹
き
込
み
に
際
し
て
、「﹇
今
回
日
蓄
か
ら
要
請
さ
れ

て
吹
き
込
み
を
す
る
、
錦
心
流
の
小
池
幸
水
、
雨
宮
薫
水
の
、
引
用

者
注
﹈
吹
込
レ
コ
ー
ド
売
出
し
の
暁
は
必
ず
や
斯
界
の
人
気
を
湧

立
せ
る
を
信
ず
る
」
と
し
、
レ
コ
ー
ド
発
売
が
演
奏
者
自
身
の
人

気
獲
得
に
も
つ
な
が
る
活
動
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（（

注


）森 

一
九
二
一
、 

二
二
〜
二
三
頁
）。

一
方
、
錦
琵
琶
宗
家
・
水
藤
錦
穣
は
、
以
前
か
ら
各
レ
コ
ー
ド
会

社
よ
り
吹
き
込
み
依
頼
は
あ
っ
た
も
の
の
、
レ
コ
ー
ド
で
は
自
身
の

演
奏
技
術
が
損
な
わ
れ
て
伝
わ
る
こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
収
録
を
断
っ

て
い
た
（
ビ
ク
タ
ー 

一
九
三
〇
、 

二
頁
）。
天
才
少
女
と
し
て
幼
少

期
か
ら
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
た
錦
穣
で
あ
っ
た
が
、
本
格
的
な
レ

コ
ー
ド
収
録
・
発
売
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
す
な
わ
ち
錦
穣

が
一
九
歳
に
な
る
年
以
降
で
あ
っ
た
。

レ
コ
ー
ド
の
普
及
と
演
奏
状
況
に
関
し
て
は
、
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
一
〇
月
下
旬
の
、
筑
前
琵
琶
奏
者
の
田
中
旭
嶺
に
よ

る
山
口
県
の
農
村
へ
の
慰
問
演
奏
に
お
け
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

「
主
に
自
分
の
レ
コ
ー
ド
で
知
ら
れ
て
居
る
曲
」
を
演
奏
し
、「
肉
声

が
聴
か
れ
る
と
い
ふ
昂（

マ
マ
）奮

を
面
に
表
し
て
歓
ん
で
頂
い
た
時
私
も
嬉

し
か
つ
た
」
と
述
べ
、
レ
コ
ー
ド
の
普
及
を
ふ
ま
え
て
、
演
奏
曲
目

を
選
定
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
（
田
中 

一
九
四
四
、 

七
頁
）。

琵
琶
奏
者
の
中
に
は
、
演
奏
技
術
が
適
切
に
伝
達
さ
れ
る
か
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
い
た
者
が
い
た
一
方
で
、
レ
コ
ー
ド
収
録
に
よ
っ

て
琵
琶
奏
者
自
身
の
演
奏
が
広
く
普
及
し
て
い
く
状
況
が
認
識
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。

三　

発
売
調
査
結
果
と
そ
の
分
析

本
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
発
売
情
報
を
一
覧
に
ま
と
め
、
本
稿

末
に
【
表
二
】〜【
表
五
】
と
し
て
掲
載
し
た
。
本
調
査
に
お
け
る
各

レ
ー
ベ
ル
の
発
売
総
数
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
が
七
五
種
、
リ
ー
ガ
ル
が

八
七
種
、
ビ
ク
タ
ー
が
九
二
種
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
大
衆
盤
・

ス
タ
ー
・
Ｚ
盤
が
二
四
種
で
、
総
計
二
七
八
種
と
な
っ
た
。
本
研
究

で
は
、
他
レ
ー
ベ
ル
の
再
収
録
の
レ
コ
ー
ド
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

琵
琶
全
体
の
発
売
数
は
、
実
態
を
把
握
す
る
の
が
困
難
で
は

あ
る
が
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
つ
い
て
は
洋
楽
を
含
む
全
五
三
種

の
種
目
の
発
売
数
が
年
代
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
川
添 

一
九
四
〇
、 

一
〇
六
〜
一
〇
九
頁
）。
こ
の
う
ち
上
位
四
〇
位
を
抜

粋
し
た
も
の
が
本
稿
末
【
表
六
】
で
あ
る
。
筆
者
に
よ
る
発
売
調
査

と
は
数
字
が
合
わ
な
い
箇
所
も
あ
る
も
の
の
、
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
の

発
売
総
数
は
全
体
の
一
二
位
で
、
比
較
的
上
位
で
あ
っ
た
。
琵
琶
の

レ
コ
ー
ド
発
売
数
の
推
移
は
、
昭
和
初
期
は
発
売
総
数
一
位
の
流
行

歌
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
減
少
し
、
と
り
わ
け
昭
和
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一
一
年
（
一
九
三
六
）
以
降
は
発
売
数
が
激
減
し
た
。

次
節
以
降
は
、
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
で
の
具
体
的
な
収
録
内
容
に
つ

い
て
、
曲
種
（
三－

一
）、
曲
目
（
三－

二
）、
演
奏
者
（
三－

三
）

に
着
目
し
て
記
述
し
て
い
く
。

三

－

一　

各
レ
ー
ベ
ル
に
お
け
る
曲
種
別
の
発
売
総
数
の
比
較

本
調
査
で
み
ら
れ
た
曲
種
は
、
薩
摩
琵
琶
、
錦
心
流
琵
琶
、
錦
琵

琶
、
筑
前
琵
琶
、
高
峰
琵
琶
、
発
売
数
が
少
数
の
も
の
で
は
、
童
謡

琵
琶
、
琵
琶
講
談
、
都
琵
琶
、
芝
水
流
琵
琶
、
鶴
鳴
流
琵
琶
、
琵
琶

主
奏
楽
が
あ
る
他
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
き
の
収
録
も
な
さ
れ
た
。

（
一
）
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ー
ガ
ル
の
発
売
状
況

コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ー
ガ
ル
の
曲
種
別
発
売
数
の
推
移
を
表
し
た
の

が
【
図
一
】
で
あ
る
。
点
線
左
側
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
右
側
が
リ
ー
ガ

ル
の
推
移
を
示
し
て
お
り
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
以
降
は
重
複

し
て
い
る
。

コ
ロ
ム
ビ
ア
で
の
琵
琶
の
レ
コ
ー
ド
発
売
総
数
は
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
に
、
次
第
に
減
少
し
て
い
っ

た
。
一
方
リ
ー
ガ
ル
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
発
売
分
は
ほ

と
ん
ど
が
再
収
録
の
レ
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
発
売
数
は
多
く
、
翌
年

は
減
少
す
る
も
の
の
、
昭
和
一
一
、 

一
二
年
（
一
九
三
六
、 

三
七
）

【図一】コロムビアおよびリーガルの曲種別発売数の推移
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に
向
け
て
次
第
に
増
加
し
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら
リ
ー
ガ
ル
へ
移
行
す

る
よ
う
な
形
で
発
売
さ
れ
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

曲
種
は
、
筑
前
琵
琶
が
割
合
と
し
て
は
多
く
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
と

リ
ー
ガ
ル
を
合
計
す
る
と
六
割
を
超
え
る
数
で
あ
っ
た
。
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
一
二
月
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
月
報
に
は
、「
先
月
は
錦
心
流

を
発
売
し
て
筑
前
党
の
皆
様
に
い
た
く
失
望
を
お
与
へ
い
た
し
ま
し

た
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
筑
前
琵
琶
愛
好
者
の
声
が
レ
コ
ー
ド
会
社

に
届
け
ら
れ
て
い
た
様
子
も
み
ら
れ
る
（
九
頁
）。
高
峰
琵
琶
の
発

売
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
は
昭
和
四
、五
年
（
一
九
二
九
、 

三
〇
）
の

み
で
あ
る
が
、
宗
家
・
高
峰
筑
風
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
期
間
を
昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
終
え
て
い
る
た
め
、
以
降
は
発
売
が
な
く

な
る
（
専
属
演
奏
家
に
つ
い
て
は
、
三－

三
に
て
詳
述
）。
リ
ー
ガ

ル
に
の
み
発
売
さ
れ
た
曲
種
に
は
、
琵
琶
講
談
や
都
琵
琶
が
あ
る
。

都
琵
琶
は
実
態
が
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
目
録
に
は
「
薩
調
改
造
特

許
都
琵
琶
」
と
記
載
さ
れ
、
薩
摩
琵
琶
系
統
の
琵
琶
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
） 

ビ
ク
タ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
大
衆
盤
・
ス
タ
ー
・

Ｚ
盤
の
発
売
状
況

ビ
ク
タ
ー
お
よ
び
そ
の
廉
価
盤
の
発
売
曲
数
の
推
移
を
示
し
た

も
の
が
、【
図
二
】
で
あ
る
。
点
線
の
左
側
が
ビ
ク
タ
ー
、
右
側
が

【図二】ビクターおよびジュニア・ビクター大衆盤・スター・Ｚ盤の曲種別発売数の推移
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ジ
ュ
ニ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
大
衆
盤
・
ス
タ
ー
・
Ｚ
盤
の
グ
ラ
フ
で
、
昭

和
八
〜
一
〇
年
（
一
九
三
三
〜
三
五
）
は
年
代
が
重
複
し
て
い
る
。

ビ
ク
タ
ー
で
は
、
発
売
を
開
始
し
て
か
ら
六
年
間
は
毎
年
一
〇
種
を

超
え
る
リ
リ
ー
ス
が
な
さ
れ
、
琵
琶
の
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
。
し
か
し
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
発
売
さ

れ
る
と
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
同
様
に
廉
価
盤
へ
と
移
る
形
で
、
昭
和

一
一
年
（
一
九
三
六
）
以
降
は
ビ
ク
タ
ー
か
ら
の
発
売
が
み
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
ビ
ク
タ
ー
の
廉
価
盤
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
場
合
と
異
な

り
、
ま
っ
た
く
同
じ
曲
目
・
演
奏
者
・
枚
数
の
発
売
は
一
種
の
み
で

あ
っ
た
。
ス
タ
ー
で
は
、
ビ
ク
タ
ー
と
同
じ
曲
目
・
演
奏
者
の
も
の

と
し
て
、
田
中
旭
嶺
に
よ
る
収
録
が
四
種
あ
っ
た
も
の
の
、
枚
数
が

す
べ
て
二
枚
か
ら
一
枚
に
減
っ
て
お
り
、
同
じ
内
容
で
は
な
い
と
推

測
さ
れ
る
。

曲
種
の
内
訳
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ー
ガ
ル
と
同
様
に
筑
前
琵
琶

が
最
も
多
い
が
、
高
峰
琵
琶
や
錦
心
流
琵
琶
、
錦
琵
琶
と
い
っ
た
、

語
り
の
節
回
し
が
歌
的
な
も
の
が
多
く
発
売
さ
れ
て
い
る
。
錦
琵
琶

は
ビ
ク
タ
ー
の
み
で
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ー
ガ
ル
か
ら
発
売
が
な

か
っ
た
の
は
、
演
奏
者
で
あ
る
水
藤
錦
穣
が
ビ
ク
タ
ー
専
属
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
（
三－

三
に
て
詳
述
）。
Ｚ
盤
か
ら
発
売
が
あ
っ
た

芝
水
流
琵
琶
と
は
、
錦
心
流
奏
者
で
あ
っ
た
榎
本
芝
水
が
、
昭
和

一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
錦
心
流
か
ら
独
立
す
る
形
で
創
始
し
た
流

儀
で
あ
る
。
ま
た
鶴
鳴
流
琵
琶
は
、
薩
摩
琵
琶
と
筑
前
琵
琶
の
折
衷

と
さ
れ
た
曲
種
で
あ
る
。

三
－

二　

収
録
さ
れ
た
曲
目
の
分
析

（
一
）
レ
コ
ー
ド
発
売
と
演
奏
会
上
演

本
調
査
に
お
け
る
発
売
回
数
の
多
い
楽
曲
は
、
曲
種
を
問
わ
ず
に

合
計
す
る
と
、《
石
童
丸
》（
一
三
種
）、《
本
能
寺
》（
一
二
種
）、《
常

陸
丸
》（
一
〇
種
）、《
川
中
島
》（
八
種
）、《
台
湾
入
》（
同
上
）、《
白

虎
隊
》（
七
種
）
で
あ
っ（

注
�
）た

。

こ
れ
ら
の
楽
曲
は
、
演
奏
会
で
の
上
演
回
数
も
多
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。『
琵
琶
新
聞
』
に
は
、
紙
上
の
演
奏
会
記
録
か
ら
統
計
を

と
っ
た
、
演
奏
曲
目
回
数
調
査
の
記
事
が
何
度
か
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
『
琵
琶
新
聞
』
第
二
七
五
〜
二
八
〇
号
（
昭
和
九

年
七
〜
一
二
月
）
の
期
間
を
例
に
、
上
位
五
曲
を
以
下
に
挙
げ
る

（
一
九
三
五
、 

一
四
頁
）。
薩
摩
・
錦
心
流
琵
琶
の
部
で
は
、《
白
虎

隊
》（
五
五
回
）、《
本
能
寺
》（
五
一
回
）、《
龍
の
口
》（
四
九
回
）、

《
西
郷
隆
盛
》（
四
七
回
）、《
城
山
》（
四
五
回
）、《
常
陸
丸
》（
同

上
）、
筑
前
琵
琶
の
部
で
は
、《
関
ヶ
原
》（
二
八
回
）、《
堅
田
落
》

（
二
五
回
）、《
安
宅
の
関
》（
二
一
回
）、《
衣
川
》（
一
八
回
）、《
五

條
橋
》（
一
六
回
）
で
あ
っ
た
。
薩
摩
琵
琶
・
筑
前
琵
琶
を
合
計
す

る
と
順
位
は
変
動
す
る
が
、
薩
摩
琵
琶
や
錦
心
流
琵
琶
で
は
、
演
奏
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会
で
の
上
演
回
数
が
多
い
楽
曲
は
レ
コ
ー
ド
に
も
多
く
収
録
さ
れ
る

傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
筑
前
琵
琶
で
は
レ
コ
ー
ド
収
録

回
数
の
多
い
楽
曲
が
、
必
ず
し
も
頻
繁
に
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
、
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
上
演
回
数
の
多
い
楽
曲

は
筑
前
琵
琶
特
有
の
題
材
が
中
心
で
あ
り
、
演
奏
会
で
は
薩
摩
琵
琶

と
共
通
し
た
題
材
の
楽
曲
よ
り
も
、
筑
前
琵
琶
独
自
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
演
奏
さ
れ
て
い
た
と
い
う
特
徴
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
レ

コ
ー
ド
収
録
回
数
の
最
も
多
い
《
石
童
丸
》
は
演
奏
会
上
演
回
数
の

上
位
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
薩
摩
・
錦
心
流
琵
琶
と
筑
前
琵
琶
を
合
計

し
て
も
二
〇
回
に
と
ど
ま
っ
た
。
本
曲
は
永
田
錦
心
の
録
音
が
広
く

普
及
し
、
錦
心
没
後
に
も
再
販
が
繰
り
返
さ
れ
た
音
盤
で
も
あ
っ
た

た
め
、
実
際
に
演
奏
す
る
よ
り
も
聴
い
て
楽
し
む
楽
曲
と
な
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
合
奏
形
式
で
収
録
さ
れ
た
楽
曲

近
代
琵
琶
楽
の
演
奏
形
式
は
、
弾
き
語
り
に
よ
る
独
奏
が
基
本
だ

が
、
合
奏
形
式
で
収
録
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
も
複
数
発
売
さ
れ
た
。
合

奏
の
よ
う
な
規
模
の
大
き
い
収
録
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
か

ら
発
売
さ
れ
、
廉
価
盤
か
ら
は
再
発
売
と
推
測
さ
れ
る
一
曲
の
み
が

み
ら
れ
た
。

古
典
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
も
あ
る
《
義
士
の
討
入
》（
コ
ロ
ム

ビ
ア 

一
九
二
九
）
は
、
筑
前
琵
琶
と
琴

（
マ
マ
）に

よ
る
編
成
で
あ
り
、
他

に
は
筑
前
琵
琶
奏
者
二
名
に
よ
る
語
り
の
掛
合
で
の
《
紅
葉
狩
》

（
ビ
ク
タ
ー 

一
九
三
三
）
等
が
あ
っ
た
。
本
調
査
で
最
も
大
き
な

合
奏
と
推
定
さ
れ
る
楽
曲
は
《
あ
ゝ
特
別
攻
撃
隊
》（
コ
ロ
ム
ビ
ア 

一
九
四
二
）
で
あ
り
、
琵
琶
、
唄
、
二
絃
琴
、
三
味
線
、
尺
八
に
よ

る
合
奏
で
、
琵
琶
お
よ
び
唄
は
筑
前
琵
琶
奏
者
が
担
当
し
た
。
一
方

洋
楽
器
と
の
合
奏
曲
に
は
、
筑
前
琵
琶
の
《
橋
弁
慶
》《
宇
治
川
》

（
ビ
ク
タ
ー 

一
九
二
八
）
が
あ
り
、
ビ
ク
タ
ー
音
楽
部
の
演
奏
家
に

よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
合
奏
は
す
べ
て
筑
前

琵
琶
・
高
峰
琵
琶
に
よ
る
も
の
で
、
薩
摩
琵
琶
お
よ
び
そ
の
流
派
に

は
な
か
っ
た
。

合
奏
形
式
の
レ
コ
ー
ド
は
、
本
調
査
対
象
期
間
の
う
ち
レ
コ
ー
ド

発
売
初
期
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
レ
コ
ー
ド
発
売
開
始
に
伴
っ
て
、

新
た
な
試
み
の
企
画
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
レ

コ
ー
ド
会
社
が
抱
え
る
西
洋
楽
器
演
奏
家
と
琵
琶
と
の
異
色
の
合
奏

は
、
そ
の
会
社
の
宣
伝
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
文
部
省
推
薦
レ
コ
ー
ド

本
調
査
で
は
、
と
り
わ
け
総
目
録
に
「
文
部
省
推
薦
レ
コ
ー
ド
」

の
印
が
散
見
さ
れ
、
近
代
琵
琶
楽
で
も
文
部
省
推
薦
レ
コ
ー
ド
が
選

定
さ
れ
て
い
た
。
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文
部
省
推
薦
レ
コ
ー
ド
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
推
薦
レ
コ
ー

ド
の
審
査
員
を
務
め
た
田
邉
尚
雄
に
よ
る
記
述
を
参
照
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
推
薦
レ
コ
ー
ド
選
定
事
業
開
始
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
概
観

す（
注
�
）る

。
大
正
期
の
蓄
音
器
レ
コ
ー
ド
の
普
及
に
伴
い
、
社
会
教
育
に

お
け
る
指
導
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
大
正
一
二

年
（
一
九
二
三
）
一
月
か
ら
文
部
省
社
会
教
育
課
内
に
お
い
て
文
部

省
の
レ
コ
ー
ド
推
薦
制
度
が
開
始
さ
れ
、
同
年
四
月
に
第
一
回
推
薦

レ
コ
ー
ド
が
発
表
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
以
降
は
内
務

省
警
保
局
図
書
課
に
よ
り
レ
コ
ー
ド
検
閲
が
行
わ
れ
、
文
部
省
に
よ

る
推
薦
レ
コ
ー
ド
は
、「
聴
い
て
も
差
支
な
い
」
と
許
可
さ
れ
た
範

囲
内
か
ら
、「
良
い
レ
コ
ー
ド
だ
か
ら
お
聴
き
な
さ
い
」
と
推
奨
す

る
も
の
を
選
定
す
る
方
針
へ
と
改
め
た
（
一
六
四
頁
）。
審
査
の
基

準
は
、
楽
曲
の
性
質
・
演
奏
者
・
レ
コ
ー
ド
製
作
法
・
レ
コ
ー
ド
の

物
資
等
で
あ
っ
た
（
一
七
七
〜
一
七
八
頁
）。

本
調
査
で
は
計
三
五
種
の
文
部
省
推
薦
レ
コ
ー
ド
を
確
認
で
き
、

こ
れ
ら
は
【
表
二
】〜【
表
五
】
の
備
考
欄
に
示
し
た
。
曲
種
は
筑
前

琵
琶
が
約
三
分
の
二
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
近
代
琵
琶
楽
の
古
典

曲
お
よ
び
明
治
期
に
お
け
る
同
時
代
物
が
大
半
で
、
選
定
さ
れ
た
回

数
の
多
い
楽
曲
は
、《
白
虎
隊
》《
常
陸
丸
》
が
各
三
種
、《
石
童
丸
》

《
湖
水
渡
》《
台
湾
入
》《
本
能
寺
》
が
各
二
種
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

時
局
物
は
《
肉
弾
三
勇
士
》《
北
満
嵐
（
噫
経
理
部
隊
十
六
士
）》《
空

閑
少
佐
》
の
三
種
が
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い

レ
ー
ベ
ル
の
近
代
琵
琶
楽
の
音
盤
も
文
部
省
推
薦
レ
コ
ー
ド
に
認
定

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
文
部
省
に
よ
る
出
版
資
料
も
含
め
て
実
態
を

調
査
し
た
い
。

三

－

三　

レ
コ
ー
ド
収
録
を
行
っ
た
演
奏
者
と
専
属
制
度

レ
コ
ー
ド
収
録
さ
れ
た
演
奏
者
は
、
独
奏
が
三
〇
名
、
合
奏
が
七

組
で
計
三
七
組
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ビ
ク
タ
ー

合
わ
せ
て
一
〇
種
以
上
の
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
た
演
奏
家
は
、
錦

心
流
琵
琶
の
榎
本
芝
水
（
一
八
種
、
後
に
芝
水
流
琵
琶
）、
雨
宮
錦

峰
（
薫
水
）（
一
一
種
）、
大
館
錦
棋
（
一
〇
種
）、
福
澤
錦
凌
（
同

上
）、
錦
琵
琶
の
水
藤
錦
穣
（
一
五
種
）、
筑
前
琵
琶
の
山
元
（
益

満
）
旭
錦
（
四
四
種
）、
田
中
旭
嶺
（
四
一
種
）、
高
野
旭
嵐
（
三
一

種
）、
豊
田
旭
穣
（
静
芭
）（
一
六
種
）、
高
峰
琵
琶
の
高
峰
筑
風

（
二
七
種
）
で
あ
っ
た
。

レ
コ
ー
ド
会
社
に
お
け
る
専
属
契
約
と
は
、
優
れ
た
芸
術
家
・
作

詞
作
曲
家
を
他
社
へ
は
吹
き
込
ま
せ
な
い
た
め
に
自
社
の
専
属
と
す

る
契
約
で
、
一
定
の
契
約
期
間
を
も
つ
も
の
や
、
期
間
を
設
け
ず
に

吹
き
込
む
音
盤
数
で
制
限
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
専
属
制
度

は
明
治
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
当
初
は
「
後
続
追
従
の
新
会

社
乃
至
は
外
国
会
社
の
渡
日
録
音
に
際
し
て
横
取
り
さ
れ
る
憂
目
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を
未
然
に
防
ぐ
手
段
」
と
し
て
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
山
口 

一
九
三
六
、 

一
四
〇
頁
）。

近
代
琵
琶
楽
で
の
専
属
演
奏
家
の
一
人
に
、
ビ
ク
タ
ー
専
属
で

あ
っ
た
水
藤
錦
穣
が
い
る
。
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
従
来
の

薩
摩
琵
琶
を
改
革
し
た
錦
琵
琶
を
開
発
し
た
錦
穣
は
、
当
初
は
錦
心

流
の
一
派
と
し
て
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
三
月
に
、
錦
心
流
幹
部
で
あ
っ
た
養
父
・
水
藤
枝
水

が
横
暴
等
を
理
由
に
錦
心
流
を
追
放
さ
れ
る
と
、
同
様
に
錦
穣
も
錦

心
流
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
折
、
ビ
ク
タ
ー

か
ら
依
頼
が
あ
り
、
同
年
七
月
新
譜
で
第
一
回
と
し
て
《
白
虎
隊
》

を
発
売
し
た
と
こ
ろ
売
れ
行
き
が
よ
か
っ
た
た
め
、
専
属
と
な
っ
て

吹
き
込
み
を
行
っ
た
。
錦
琵
琶
は
、
昭
和
五
〜
八
年
（
一
九
三
〇
〜

三
三
）
の
間
、
年
に
三
、四
種
の
新
譜
を
発
売
し
た
が
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
水
藤
錦
穣
に
よ
る
演
奏
で
あ
る
。
専
属
期
間
後
は
ポ
リ
ド
ー

ル
や
キ
ン
グ
と
い
っ
た
他
レ
コ
ー
ド
会
社
で
、
ビ
ク
タ
ー
か
ら
発
売

さ
れ
た
楽
曲
を
中
心
に
、
新
曲
を
含
む
新
た
な
収
録
・
発
売
が
行
わ

れ
た
。

筑
前
琵
琶
で
は
、
高
野
旭
嵐
・
高
野
旭
方
姉
妹
が
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
一
〇
月
の
時
点
で
「
十
年
前
よ
り
引
続
き
コ
ロ
ム
ビ

ア
、
イ
ー
グ
ル
の
専
属
」
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
た
ほ

か
（『
琵
琶
新
聞
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
、
二
三
頁
）、
豊
田
旭
穣
と

高
峰
筑
風
が
永
ら
く
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
で
あ
っ
た
が
、
年
期
切

れ
と
な
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
琵
琶
新
聞
』
一
九
三
一

年
七
月
、
二
七
頁
）。
そ
の
後
高
峰
筑
風
は
、
昭
和
八
〜
一
一
年

（
一
九
三
三
〜
三
六
）
版
の
ビ
ク
タ
ー
総
目
録
に
、「
ビ
ク
タ
ー
専

属
」
と
し
て
名
前
が
あ
り
、
レ
コ
ー
ド
会
社
間
で
の
専
属
演
奏
家
獲

得
の
動
向
が
う
か
が
え
る
。

以
上
第
三
章
で
は
、
発
売
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
か
ら
複
数
の
ト

ピ
ッ
ク
を
立
て
て
論
じ
て
き
た
が
、
次
章
で
は
昭
和
戦
前
期
に
お
い

て
特
徴
的
な
時
局
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

四　

近
代
琵
琶
楽
の
時
局
レ
コ
ー
ド

調
査
対
象
時
期
に
は
各
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
種
目

で
時
局
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
た
が
、
近
代
琵
琶
楽
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
。
近
代
琵
琶
楽
の
時
局
レ
コ
ー
ド
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の

月
報
・
総
目
録
か
ら
七
七
種
を
確
認
で
き
た
。
と
り
わ
け
テ
イ
チ
ク

か
ら
多
く
発
売
が
あ
り
、
そ
の
数
は
近
代
琵
琶
楽
の
時
局
レ
コ
ー
ド

全
体
の
三
割
近
く
を
占
め
る
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ビ
ク
タ
ー
お
よ
び
そ
れ
ら

の
廉
価
盤
で
の
時
局
レ
コ
ー
ド
発
売
数
は
計
二
一
種
で
、
こ
れ
ら
の

レ
ー
ベ
ル
で
の
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
発
売
総
数
の
一
割
未
満
で

あ
っ
た
。
割
合
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の
の
、
明
治
期
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か
ら
の
同
時
代
の
出
来
事
を
題
材
に
琵
琶
歌
を
作
る
流
れ
は
、
昭
和

戦
前
期
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
。

琵
琶
界
に
お
い
て
は
、
時
局
物
を
新
し
く
作
曲
す
る
の
に
は
近
代

琵
琶
が
最
も
適
当
だ
と
し
、
こ
う
し
た
新
作
琵
琶
歌
の
創
作
を
推
奨

す
る
記
事
も
み
ら
れ
た
。
大
坪
草
二
郎
（
一
九
三
四
）
は
、
日
清
・

日
露
戦
争
、
満
州
事
変
の
際
に
は
、「
事（

マ
マ
）局

を
題
材
と
し
た
新
曲
の

発
表
は
琵
琶
が
最
も
盛
ん
で
あ
り
、
効
果
的
」
で
あ
っ
た
と
し
、

「
此
種
の
実
行
に
つ
い
て
は
、
琵
琶
の
独
壇
場
の
観
」
さ
え
も
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「﹇
古
典
的
な
名
曲
の
保
存
・
新
作
は
必

要
だ
が
、
引
用
者
注
﹈
日
々
生
動
す
る
社
会
事
象
を
琵
琶
化
し
て

大
衆
に
呼
び
掛
け
る
こ
と
も
、
斯
道
発
展
の
上
に
甚
だ
有
効
」
で

あ
り
、「
時
事
新
曲
の
作
歌
、
作
曲
、
演
奏
に
つ
い
て
は
、
多
少
目

新
ら
し
い
、
変
つ
た
趣
向
を
凝
ら
す
と
い
ふ
こ
と
も
必
要
」
だ
と

し
て
、
時
局
を
題
材
と
し
た
新
作
発
表
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い

る
（
一
頁
）。「
多
少
目
新
ら
し
い
、
変
つ
た
趣
向
」
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
実
際
に
音
源
を
聴
か
な
い
と
不
明
で
は
あ
る

が
、
国
立
国
会
図
書
館
歴
史
的
音
源
（
以
下
「
歴
史
的
音
源
」
と

表
記
）
に
残
さ
れ
て
い
る
榎
本
芝
水
《
満
洲
事
変
》（
コ
ロ
ム
ビ
ア 

一
九
三
二
）
の
前
半
部
分
を
聴
い
て
み
る
と
、
語
り
の
旋
律
や
琵
琶

の
弾
法
と
い
っ
た
音
楽
的
内
容
は
従
来
の
古
典
曲
に
準
ず
る
も
の
で

あ
り
、
新
鮮
さ
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
同
じ

【図三】近代琵琶楽の時局レコード発売数の推移
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く
歴
史
的
音
源
に
残
さ
れ
た
榎
本
に
よ
る
《
少
年
航
空
兵
》（
Ｚ
盤 

一
九
四
〇
）
で
は
、
セ
リ
フ
や
他
の
楽
器
が
挿
入
さ
れ
る
点
で
工
夫

が
み
ら
れ（

注


）る

。

本
調
査
に
み
る
、
時
局
レ
コ
ー
ド
発
売
数
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
が
【
図
三
】
で
あ
る
。
時
局
レ
コ
ー
ド
の
発
売
数
が
増
加
す

る
年
代
に
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
に
起
き
た
満
州
事
変

以
降
、
お
よ
び
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
に
起
き
た
日
中
戦

争
以
降
の
二
つ
の
山
が
見
出
せ
る
。
次
節
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ

の
時
期
に
区
分
し
、
題
材
・
演
奏
者
に
注
目
し
て
傾
向
を
分
析
す
る
。

四

－

一　

満
州
事
変
以
降

郡
修
彦
（
二
〇
一
三
）
は
、
戦
争
と
レ
コ
ー
ド
が
密
接
な
関
係
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
お

け
る
肉
弾
三
勇
士
主
題
作
品
の
レ
コ
ー
ド
化
だ
と
指
摘
し
て
お
り
、

近
代
琵
琶
楽
に
お
い
て
も
同
年
を
境
に
時
局
レ
コ
ー
ド
が
多
く
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
肉
弾
三
勇
士
の
事
件

が
起
こ
る
前
の
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
二
月
新
譜
（
同
年
一
月

二
〇
日
発
売
）
で
は
、
前
述
の
榎
本
芝
水
《
満
洲
事
変
》
が
発
売
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
満
州
事
変
に
関
す
る
レ
コ
ー
ド
収
録
に
つ
い
て

は
、『
東
京
読
売
新
聞
』
に
当
時
の
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

満
洲
事
変
を
題
材
と
し
た
レ
コ
ー
ド
及
び
そ
れ
に
付
随
し
て
戦

争
物
レ
コ
ー
ド
が
最
近
に
な
つ
て
や
つ
と
各
社
か
ら
洪
水
の
如

く
発
売
さ
れ
た
。
こ
れ
は
レ
コ
ー
ド
会
社
の
製
作
過
程
が
吹
込

み
か
ら
発
売
ま
で
に
少
く
と
も
最
短
一
ヶ
月
乃
至
二
ヶ
月
を
要

す
る
た
め
に
漸
く
昨
今
に
な
つ
て
市
場
に
現
れ
た
次
第
で
あ

る
。（
一
九
三
二
年
一
月
二
五
日
夕
刊
）

さ
ら
に
同
記
事
で
は
、
榎
本
の
《
満
洲
事
変
》
の
レ
コ
ー
ド
批
評

も
掲
載
さ
れ
、「
弾
奏
も
流
石
に
う
ま
い
が
歌
詞
も
国
民
の
公
憤
を

切
実
に
詠
じ
て
ゐ
る
」
と
好
評
を
得
て
い
る
。
満
州
事
変
勃
発
に
際

し
て
レ
コ
ー
ド
発
売
を
企
画
し
た
も
の
の
、
技
術
面
で
即
時
的
に
発

売
が
で
き
な
か
っ
た
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
《
肉
弾
（
爆
弾
）
三

勇
士
》
の
頃
に
は
、
事
件
後
間
も
な
い
レ
コ
ー
ド
収
録
が
可
能
と

な
っ
た
。

ま
た
こ
の
時
期
は
、《
満
洲
事
変
》《
肉
弾
（
爆
弾
）
三
勇
士
》《
古

賀
連
隊
長
》
を
中
心
に
、
複
数
の
琵
琶
奏
者
か
つ
多
様
な
曲
種
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
時
局
レ
コ
ー
ド
が
繰
り
返
し
発
売
さ
れ
た
。
川
添

（
一
九
四
〇
）
に
は
、「
満
洲
事
変
・
上
海
事
変
に
刺
戟
さ
れ
て
抬
頭

せ
る
軍
歌
・
時
局
歌
は
「
肉
弾
三
勇
士
」
レ
コ
ー
ド
を
以
て
、
最
高

潮
に
達
し
、
国
民
的
士
気
の
鼓
舞
に
国
家
的
一
役
を
果
し
、
今
次
支

那
事
変
へ
の
示
唆
を
な
し
た
」（
一
一
一
頁
）
と
い
う
記
述
が
み
ら
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れ
、
こ
の
時
期
の
時
局
レ
コ
ー
ド
が
、
後
の
日
中
戦
争
で
の
時
局
物

発
売
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。

四

－

二　

日
中
戦
争
以
降

そ
の
一
方
で
、
日
中
戦
争
以
降
で
は
、
満
州
事
変
の
頃
と
は
時
局

レ
コ
ー
ド
発
売
状
況
の
様
相
が
異
な
っ
て
い
た
。
具
体
的
な
曲
目
を

比
較
す
る
と
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
は
、《
南
苑
の
華

噫
酒
井
少
佐
》（
リ
ー
ガ
ル 
一
九
三
七
）
や
《
空
軍
の
華
―
福
山
航

空
兵
大
尉
》（
Ｚ
盤 

一
九
三
九
）
等
、
題
材
と
な
る
人
物
が
多
様
化

さ
れ
、
特
定
の
出
来
事
や
人
物
を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
収
録
す
る

と
い
う
傾
向
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
は
、
日
中
戦

争
が
勃
発
す
る
と
企
画
会
議
を
開
催
し
、「
重
大
時
局
に
力
強
き
音

楽
報
国
を
期
し
、
前
線
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
と
共
に
、
銃
後
国
民
の

精
神
作
興
に
資
す
べ
く
国
策
線
に
添
つ
て
勇
往
邁
進
す
る
」
と
い
う

主
旨
の
普
及
と
同
時
に
、
娯
楽
レ
コ
ー
ド
と
し
て
の
本
質
も
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
会
社
業
績
の
向
上
に
腐
心
し
た
状
況
が
あ
っ
た
（
川

添 

一
九
四
〇
、 

一
一
七
頁
）。

錦
心
流
奏
者
で
あ
っ
た
榎
本
芝
水
は
、「
支
那
事
変
」
を
題
材
に

し
た
新
作
を
多
く
作
曲
し
た
が
（
曽
村 

二
〇
二
〇
、 

八
五
〜
八
六

頁
）、
こ
の
時
期
に
は
時
局
レ
コ
ー
ド
の
収
録
も
複
数
行
っ
た
。
水

島
結
子
（
二
〇
一
八
）
は
、
琵
琶
奏
者
の
中
に
は
「
当
時
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
戦
争
ビ
ジ
ネ
ス
に
琵
琶
で
貢
献
し
よ
う

と
積
極
的
に
参
加
す
る
者
が
多
か
っ
た
」
と
指
摘
し
た
が
（
三
三

頁
）、
榎
本
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
榎
本
が
錦
心
流
か

ら
独
立
し
て
芝
水
流
琵
琶
を
創
始
し
た
の
は
日
中
戦
争
勃
発
の
前
年

で
あ
り
、
演
奏
会
や
レ
コ
ー
ド
収
録
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
時
局
物

の
新
作
を
積
極
的
に
発
表
し
た
こ
と
は
、
新
流
派
を
展
開
さ
せ
て
い

く
の
に
も
効
果
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
戦
時
下
に
お
け
る
レ
コ
ー
ド
会
社
や
演
奏
家
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
、
辻
田
真
佐
憲
（
二
〇
一
九
）
は
戦
時
下
の
歌
謡
を
取

り
上
げ
て
、「
企
業
（
レ
コ
ー
ド
会
社
、
新
聞
社
な
ど
）
が
営
利
を

求
め
て
企
画
を
立
て
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
（
作
詞
家
、
作
曲
家
な
ど
）

が
活
躍
の
場
を
求
め
て
音
楽
を
作
り
、
そ
し
て
大
衆
が
娯
楽
を
求
め

て
そ
れ
ら
を
消
費
し
た
側
面
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
が
、
先

に
挙
げ
た
コ
ロ
ム
ビ
ア
や
榎
本
も
そ
の
一
例
だ
と
い
え
る
。
近
代
琵

琶
楽
に
お
い
て
も
、
演
奏
家
自
身
の
活
動
の
場
と
し
て
レ
コ
ー
ド
収

録
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
聴
衆
が
享
受
す
る
こ
と
で
戦
時
下
に
お
け
る

時
局
レ
コ
ー
ド
も
娯
楽
の
一
つ
と
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
た
背
景
が
み

え
て
く
る
。

五　

お
わ
り
に

最
後
に
、
レ
コ
ー
ド
会
社
、
演
奏
家
の
立
場
か
ら
近
代
琵
琶
楽
の
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レ
コ
ー
ド
発
売
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
、
レ
コ
ー
ド
を
通
し
て
近
代

琵
琶
楽
が
聴
衆
に
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

ま
ず
レ
コ
ー
ド
会
社
の
視
点
か
ら
は
、
大
正
期
ま
で
の
近
代
琵
琶

楽
の
流
行
を
受
け
て
、
昭
和
期
で
の
レ
コ
ー
ド
発
売
開
始
当
初
は
ほ

ぼ
毎
月
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
を
発
売
し
て
い
た
が
、
各
社
の
廉

価
盤
が
登
場
す
る
と
、
発
売
は
廉
価
盤
か
ら
へ
と
移
行
し
、
次
第
に

発
売
数
は
減
少
し
た
。
一
方
で
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
頃
ま

で
は
廉
価
盤
で
の
発
売
が
一
定
数
あ
り
、
再
発
売
だ
け
で
な
く
新
た

に
収
録
も
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
代
琵
琶
楽
の
レ
コ
ー
ド
は
こ
の
時

期
も
ま
だ
「
売
れ
る
」
と
判
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
専
属
制
度
を
も
と
に
優
秀
な
演
奏
家
を
確
保
し
な
が
ら
、
大
規

模
な
合
奏
や
即
時
的
な
時
局
レ
コ
ー
ド
の
発
売
と
い
っ
た
企
画
を
通

し
て
、
業
績
向
上
を
常
に
図
っ
て
い
た
。

続
い
て
近
代
琵
琶
楽
演
奏
家
の
立
場
と
し
て
は
、
昭
和
時
代
以
降

の
電
気
式
録
音
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
録
音
技
術
が
上
が
り
、
演
奏
技

術
を
損
な
わ
ず
し
て
収
録
が
可
能
と
な
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
収
録
に
よ

り
、
自
身
の
名
前
や
演
奏
を
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
認

識
し
た
う
え
で
、
琵
琶
奏
者
た
ち
は
熱
心
に
レ
コ
ー
ド
収
録
を
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
戦
況
が
激
化
し
て
い
く
中
で
、
時
局
レ

コ
ー
ド
収
録
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
身
の
音
楽
活
動
の

場
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
者
も
い
た
。

そ
し
て
レ
コ
ー
ド
の
聴
衆
に
は
、
発
売
数
の
観
点
か
ら
、
大
正
初

期
ま
で
は
薩
摩
琵
琶
系
統
、
す
な
わ
ち
永
田
錦
心
の
人
気
が
大
き

か
っ
た
が
、
大
正
期
半
ば
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
次
第
に
筑
前
琵
琶

へ
と
人
気
は
移
っ
た
。
錦
心
は
当
時
の
琵
琶
界
を
牽
引
す
る
一
人
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
没
し
て
以
降
、
レ
コ
ー
ド

収
録
を
行
う
錦
心
流
奏
者
は
い
た
も
の
の
錦
心
ほ
ど
影
響
力
を
も
つ

者
は
現
れ
ず
、
筑
前
琵
琶
の
ほ
う
が
広
く
享
受
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、
と
く
に
筑
前
琵
琶
に
お
い
て
は
、
レ
コ
ー
ド
収

録
回
数
が
多
い
楽
曲
と
演
奏
会
上
演
回
数
が
多
い
楽
曲
は
、
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
演
奏
会
で
の
曲
目
は
筑
前
琵
琶
独

自
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
レ
コ
ー
ド
収
録
で
は
、

詞
章
は
異
な
る
場
合
は
あ
る
も
の
の
、
薩
摩
・
錦
心
流
琵
琶
で
人
気

と
な
っ
た
楽
曲
・
題
材
が
選
択
さ
れ
た
傾
向
が
み
ら
れ
、
大
正
期
ま

で
に
隆
盛
を
誇
っ
た
薩
摩
琵
琶
、
と
り
わ
け
永
田
錦
心
の
影
響
が
推

察
さ
れ
る
。
ま
た
、
レ
コ
ー
ド
が
評
判
と
な
っ
た
琵
琶
奏
者
に
は
、

技
巧
的
な
語
り
の
節
回
し
を
用
い
る
等
の
演
奏
上
の
特
徴
が
あ
り
、

こ
う
し
た
音
楽
内
容
と
レ
コ
ー
ド
収
録
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

は
、
今
後
詳
細
な
音
楽
分
析
を
ふ
ま
え
て
改
め
て
検
証
し
た
い
。

以
上
の
レ
コ
ー
ド
発
売
状
況
よ
り
、
近
代
琵
琶
楽
は
、
昭
和
時
代

以
降
は
次
第
に
低
迷
期
へ
と
向
か
っ
た
も
の
の
、
昭
和
一
〇
年
代
前

半
で
も
筑
前
琵
琶
を
中
心
と
し
て
人
気
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
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レ
コ
ー
ド
会
社
の
制
作
意
図
、
演
奏
者
自
身
の
活
動
姿
勢
、
聴
衆
か

ら
の
需
要
が
交
差
し
て
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
て
い
た
中
で
、
近
代

琵
琶
楽
に
お
け
る
時
局
レ
コ
ー
ド
は
、
人
気
を
維
持
す
る
た
め
の
新

た
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
様
々
な
題
材
で
即
時
的
に
発
売
・
収
録

す
る
傾
向
が
日
中
戦
争
以
降
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

付
記本

論
文
は
、
東
洋
音
楽
学
会
第
六
九
回
大
会
に
て
行
っ
た
口
頭

発
表
の
内
容
を
補
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
の
執

筆
に
あ
た
り
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
、

二
〇
一
八
〜
二
〇
二
〇
年
度
）「
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
薩
摩
琵

琶
の
音
楽
実
態
と
そ
の
社
会
的
位
置
づ
け
―
戦
争
の
影
響
に
着
目
し

て
―
」（
課
題
番
号
一
八
Ｊ
二
一
三
九
〇
）
の
助
成
を
受
け
た
。

注（
�
）　 『
日
蓄
（
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
三
十
年
史
』
一
九
四
〇
、『
コ
ロ
ム
ビ
ア
五
〇
年

史
』
一
九
六
一
、『
日
本
ビ
ク
タ
ー
五
〇
年
史
』
一
九
七
七
他
。

（
�
）　 

薩
摩
琵
琶
の
曲
節
は
四
種
（「
基も

と
ぎ
ん吟

（
地
の
部
分
）」「
崩
レ
（
合
戦
場

面
）」「
吟ぎ

ん

替が
わ

リ
（
憂
愁
の
場
面
）」「
吟
詠
（
漢
詩
や
和
歌
）」）
が
あ
り
、

薩
摩
琵
琶
の
音
楽
は
、
曲
節
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
平
豊

彦
に
よ
る
五
曲
の
音
源
は
、『
全
集 

日
本
吹
込
み
事
始
―
一
九
〇
三
年
ガ

イ
ズ
バ
ー
グ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
―
』（
二
〇
〇
一
）
で
聴
取
が
可
能

で
あ
る
。

（
�
）　

川
添
一
九
四
〇
、二
〇
〜
二
一
頁
。
後
に
永
田
錦
心
は
「
錦
心
流
琵
琶
」、

高
峰
筑
風
は
「
高
峰
琵
琶
」
と
い
う
曲
種
で
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
る
。

（
	
）　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
月
・
一
〇
月
版
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

九
月
改
版
お
よ
び
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
一
〇
月
発
売
・
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
九
月
発
売
レ
コ
ー
ド
ま
で
の
総
目
録
参
照
。

（


）　

執
筆
者
は
「
森
恒
二
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
日
蓄
に
勤
務
し
て
い

た
森
垣
二
郎
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
�
）　

前
篇
・
後
篇
等
と
分
か
れ
て
別
月
に
発
売
さ
れ
た
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
一

回
と
数
え
た
。

（
�
）　

田
邉
一
九
四
二
、
以
下
、
文
部
省
推
薦
レ
コ
ー
ド
事
業
創
始
ま
で
の
経

緯
、
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
本
著
を
参
照
・
引
用
し
た
。

（


）　

た
だ
し
他
楽
器
と
の
合
奏
は
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
新
た
な
試

み
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
時
局
物
に
限
ら
ず
近
代
琵
琶
史
の
流
れ
に
お
い

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

引
用
・
参
考
文
献

生
明
俊
雄　

二
〇
一
六　
『
二
〇
世
紀
日
本
レ
コ
ー
ド
産
業
史
―
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
の
進
攻
と
市
場
の
発
展
―
』
東
京
、
勁
草
書
房
。

大
西
秀
紀
・
編　

二
〇
一
一　
『
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
に
見
る
日
蓄
―
日
本

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
歴
史
―
』
京
都
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー
。

川
添
利
基
・
編　

一
九
四
〇　
『
日
蓄
（
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
三
十
年
史
』
神
奈
川
、

日
本
蓄
音
器
商
会
。

倉
田
喜
弘　

二
〇
〇
六　
『
日
本
レ
コ
ー
ド
文
化
史
』
東
京
、
岩
波
書
店
。

郡
修
彦　

二
〇
一
三　
「
政
治
・
戦
争
と
レ
コ
ー
ド
」
歴
史
的
音
源
。（
二
〇
一
九

年
一
二
月
七
日
閲
覧
）�

��

：(330:// 1%+)/.. $,. .$,. '/. *0/ *!/ /.'%._ 2(/4+!)_
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薦
田
治
子　

二
〇
〇
八　
「
琵
琶
楽
の
流
れ　

薩
摩
琵
琶
、
筑
前
琵
琶
、
現
代
へ
」

『
日
本
の
伝
統
芸
能
講
座　

音
楽
』
京
都
、
淡
交
社
。

コ
ロ
ム
ビ
ア
五
〇
年
史
編
集
委
員
会
・
編　

一
九
六
一　
『
コ
ロ
ム
ビ
ア
五
〇
年

史
』
神
奈
川
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
。

曽
村
み
ず
き　

二
〇
二
〇　
「
戦
前
・
戦
後
に
お
け
る
琵
琶
奏
者
・
榎
本
芝
水
の

活
動
―
音
楽
的
変
化
を
中
心
に
―
」『
音
楽
文
化
学
論
集
』
第
一
〇
号
、

八
三
〜
九
三
頁
。

田
邉
尚
雄　

一
九
四
二　
「
社
会
教
育
と
レ
コ
ー
ド
政
策
」『
レ
コ
ー
ド
と
そ
の
音

楽
』
京
都
、
人
文
書
院
。

田
邉
秀
雄　

一
九
四
二　
『
レ
コ
ー
ド
と
そ
の
音
楽
』
京
都
、
人
文
書
院
。

辻
田
真
佐
憲　

二
〇
一
九　
「「
商
品
」
だ
っ
た
戦
時
下
の
時
局
歌
謡
」
歴
史
的
音

源
。（
二
〇
一
九
年
一
二
月
七
日
閲
覧
）�

��
：(330:// 1%+)/.. $,. .$,. '/. *0/

*!/ /.'%._ 2(/4+!)_ �
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東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ　

二
〇
〇
一　
『
全
集 

日
本
吹
込
み
事
始
―
一
九
〇
三
年
ガ
イ
ズ

バ
ー
グ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
―
』（
解
説
書
）、
東
京
、
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
：

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｆ-

五
九
〇
五
一
。

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
蓄
音
器　

一
九
三
二　
『
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
十
二
月
新

譜
』、
神
奈
川
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
蓄
音
器
。

日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団　

二
〇
一
〇　
『
日
本
の
基
礎
音
楽
資
料
と
し
て
の

Ｓ
Ｐ
盤
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
﹇
報
告
書
﹈』
東
京
、
日
本
伝
統
文
化

振
興
財
団
。

日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器　

一
九
三
〇　
『
ビ
ク
タ
ー
・
レ
コ
ー
ド
音
譜
目
録
七
月

号
』
東
京
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
。

日
本
ビ
ク
タ
ー
株
式
会
社
五
〇
年
史
編
集
委
員
会
・
編　

一
九
七
七　
『
日
本
ビ

ク
タ
ー
五
〇
年
史
』
東
京
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
。

水
島
結
子　

二
〇
一
四　
「
第
二
次
大
戦
期
の
琵
琶
歌
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
―
『
琵

琶
新
聞
』
紙
上
発
表
の
新
作
と
演
奏
曲
目
―
」『
研
究
成
果
報
告
書　

近
代

琵
琶
楽
の
成
立
と
展
開
―
基
礎
資
料
の
収
集
―
』
平
成
二
三
〜
二
五
年
度
科

学
研
究
費
助
成
事
業
〔
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
基
盤
研
究
（
ｃ
））〕

課
題
番
号
二
三
五
二
〇
一
九
一
、 

六
一
〜
七
六
頁
。

水
島
結
子　

二
〇
一
八　
「
特
集
：
近
現
代
の
琵
琶
楽
の
様
相
（
三
）　

戦
争
に
よ

り
成
長
し
た
近
代
琵
琶
楽
の
概
要
と
こ
れ
か
ら
」『
音
楽
の
世
界
』
第
五
七

巻
二
号
、
三
一
〜
三
四
頁
。

山
口
亀
之
助　

一
九
三
六　
『
レ
コ
ー
ド
文
化
発
達
史
』
第
一
巻
、
大
阪
、
録
音

文
献
協
会
。

雑
誌
・
新
聞
記
事
（
刊
行
年
月
順
）

永
田
錦
心
「
二
月
上
旬
肥
後
、
小
田
、
永
田
、
岩
見
、
萩
原
の
諸
氏
が
平
円
盤

蓄
音
機
へ
琵
琶
弾
奏
を
吹
込
み
た
る
時
の
ス
ケ
ッ
チ
」『
琵
琶
新
聞
』
第
三

号
、
一
九
〇
九
年
四
月
、
一
頁
。

森
恒
二
郎
「
蓄
音
器
吹
込
に
就
て
」『
琵
琶
新
聞
』
第
一
三
九
号
、
一
九
二
一
年

一
月
、
二
二
〜
二
三
頁
。

「
筑
前
琵
琶 

見
た
り
聞
い
た
り
話
し
た
り 

専
属
解
放
」『
琵
琶
新
聞
』
第
七
八

号
、
一
九
三
一
年
七
月
、
二
七
頁
。

椎
橋
松
亭
「
思
ひ
出
の
記
（
十
四
）」『
琵
琶
新
聞
』
第
八
〇
号
、
一
九
三
一
年
九

月
、
一
二
〜
一
四
頁
。

「
高
野
旭
嵐
、
高
野
旭
方
両
女
史
の
上
京
」『
琵
琶
新
聞
』
第
八
一
号
、
一
九
三
一

年
一
〇
月
、
二
三
頁
。

「
名
盤
寸
評 
満
洲
事
変
及
び
戦
争
レ
コ
ー
ド
」『
東
京
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年

一
月
二
五
日
夕
刊
、
六
頁
。

大
坪
草
二
郎
「
琵
琶
の
時
事
新
曲
に
就
い
て
放
送
局
へ
望
む
」『
琵
琶
新
聞
』
第
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二
七
六
号
、
一
九
三
四
年
八
月
、
一
頁
。

「
愛
吟
番
附
」『
琵
琶
新
聞
』
第
二
八
一
号
、
一
九
三
五
年
一
月
、
一
四
頁
。

田
中
旭
嶺
「
感
激
の
旅　

農
村
慰
問
行
」『
琵
琶
新
聞
』
第
三
八
九
号
、

一
九
四
四
年
一
月
、
七
頁
。

参
考
資
料

テ
イ
チ
ク

月
報　

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
一
〇
月

総
目
録　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
新
譜
ま
で

月
報　

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
・
一
〇
月
・
一
一
月

月
報　

　

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
・
四
月

月
報　

　

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン

総
目
録　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
月
版
・
一
〇
月
版

総
目
録　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九
月
改
版

総
目
録　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
一
〇
月
発
売
レ
コ
ー
ド
ま
で

総
目
録　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
九
月
発
売
レ
コ
ー
ド
ま
で

参
考
音
源

榎
本
芝
水　

一
九
三
二　
《
満
洲
事
変
》
二
六
六
九
〇
〜
二
六
六
九
一
、
コ
ロ
ム

ビ
ア
、
歴
史
的
音
源
。

榎
本
芝
水　

一
九
四
〇　
《
少
年
航
空
兵
》
Ｚ-

二
七
三
〜
Ｚ-

二
七
四
、
ビ
ク

タ
ー
Ｚ
盤
、
歴
史
的
音
源
。

（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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〈凡例〉
・ 各レコード会社の月報を主要資料として作表した。補足資料として総目録、月報既発売目録、『レコー

ドタイムス』（声の写真社、1935）、『日本伝統文化振興財団調査報告書』（2010）を用い、参照した際に
は備考欄に記入した。

・ 本目録には、月報記載の情報から「新譜年月、レコード番号、曲種、曲目、演奏者」を抜粋して掲載し
た。

・旧字体は新字体に改めたが、演奏者名の「澤」「邊」等はそのまま記載した。
・ 実際のレコード発売日は新譜年月の前月下旬が基本であったが、本研究では新譜年月に統一して入力し

た。
・ 「曲種」の項目は基本的に資料記載の通りに記したが、流派が判別できる際には流派名を記載した。「曲

種」では「琵琶」を省略して記載し、薩摩琵琶のうち正派は「薩摩」と記載した。
　　例：筑前琵琶→「筑前」、錦心流琵琶→「錦心流」
・ 時局レコードには色を付けた。
・文部省推薦レコードは備考欄に「文推」と表記した。

新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考

1928 年 11 月 25411 童謡 天道虫／から
すの手紙

豊田旭穣、
童謡琵琶会員

1928 年 12 月 25416-25417 薩摩 鉢の木 吉村岳城
1929 年 1 月 25437-25438 筑前 湖水渡り 高野旭嵐

1929 年 2 月 25452-25453 筑前 義士の討入 高野旭嵐、
琴：高野旭方

1929 年 3 月まで 25474-25475 筑前 那須与市 高野旭嵐
1929 年 7 月 25562 筑前 井伊大老 高野旭嵐
1929 年 7 月 25563-25564 高峰 本能寺 高峰筑風
1929 年 8 月 25590-25591 筑前 松の廊下 高野旭方
1929 年 11 月 25670-25671 筑前 村上喜剣 高野旭方

1929 年 11 月 25693 高峰 露営の夢 高峰交楽会員 1930 年後期総目録「高峰琵琶
三楽」

1929 年 12 月 25706-25707 筑前 義士の本懐 田中旭嶺
1930 年 1 月 25726-25727 筑前 高田の馬場 高野旭嵐
1930 年 4 月 25794-25795 薩摩 光秀の最後 吉村岳城
1930 年 5 月 25825-25826 筑前 山科の別れ 田中旭嶺 文推（1931 年総目録）
1930 年 7 月 25881 筑前 関ヶ原 高野旭嵐
1930 年 9 月 25943-25944 筑前 乃木大将 高野旭嵐
1930 年 10 月 25981-25982 高峰 台湾入 高峰筑風
1930 年 11 月 26008-26009 筑前 四条畷 豊田旭穣
1930 年 11 月 26010-26011 高峰 湖水渡 高峰筑風
1930 年 12 月 26033-26034 錦心流 別れの盃 福澤錦凌
1931 年 1 月 26063 筑前 加藤司書 高野旭嵐

1931 年 1 月 26064-26065 薩摩 石童丸（前篇）田邊蘇川 1931 年総目録に「前篇」、蘇川
は元錦心流

1931 年 2 月 26094-26095 筑前 義士の本懐 豊田旭穣
1931 年 2 月 26096-26097 錦心流 恩讐の彼方へ 雨宮錦峰
1931 年 3 月 ? 26156-26157 筑前 常陸丸 田中旭嶺 1931 年 4 月月報既発売参照
1931 年 3 月 ? 26158-26159 薩摩 石童丸（後篇）田邊蘇川 1931 年 4 月月報既発売参照
1931 年 4 月 26199-26200 錦心流 龍の口 福澤錦凌
1931 年 6 月 26297-26298 筑前 小督 田中旭嶺
1931 年 7 月 26336-26337 筑前 安宅の関 高野旭嵐
1931 年 8 月 26381-26382 筑前 常陸丸 高野旭嵐
1931 年 9 月 26430-26431 筑前 赤垣源蔵 高野旭嵐

【表二】コロムビアにおける近代琵琶楽レコード発売目録
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新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考
1931 年 9 月 26432-26433 錦心流 湖水渡り 雨宮錦峰
1931 年 10 月 26496-26497 筑前 霊馬漣 田中旭嶺
1931 年 11 月 26543-26544 錦心流 山科の別れ 福澤錦凌
1931 年 11 月 26545-26546 筑前 小督 高野旭嵐
1931 年 12 月 26580-26581 薩摩 白虎隊 吉村岳城
1932 年 1 月 26630-26631 錦心流 橘大隊長 雨宮錦峰
1932 年 1 月 26632-26633 筑前 川中島 高野旭嵐

1932 年 2 月 26690-26691 錦心流 満洲事変 榎本芝水 葛生桂雨作歌、榎本芝水作曲、
陸軍省推薦

1932 年 2 月 26692-26693 筑前 石童丸 高野旭嵐
1932 年 3 月 ? 26743-26744 筑前 本能寺 豊田旭穣 1932 年 4 月月報既発売参照
1932 年 4 月 26785 錦心流 河内の宿 福澤錦凌
1932 年 5 月 26836-26837 筑前 古賀連隊長 高野旭嵐 村瀬時男作歌

1932 年 6 月 26876-26877 筑前 肉弾三勇士 高野旭嵐 中野紫葉作、臨時発売、文推
（1933 年総目録）

1932 年 6 月 26895 筑前 吉野静 豊田旭穣
1932 年 7 月 26945-26946 筑前 伊藤公 高野旭嵐 文推（1933 年総目録）
1932 年 8 月 26986-26987 錦心流 本能寺 榎本芝水 文推（1934 年総目録）
1932 年 9 月 27035-27036 筑前 小野訓導 高野旭嵐
1932 年 10 月 27075-27076 錦心流 石童丸 榎本芝水
1932 年 11 月 27116-27117 錦心流 常陸丸 雨宮薫水 文推（1934 年総目録）
1932 年 12 月 27152-27153 筑前 大高源吾 高野旭嵐

1933 年 1 月 27180-27181 筑前 大忠臣蔵（前
篇） 益満旭錦 山下良輝作

1933 年 2 月 27239-27240 筑前 大忠臣蔵（中
篇） 益満旭錦 山下良輝作

1933 年 3 月 27290-27291 筑前 大忠臣蔵（後
篇） 益満旭錦 山下良輝作

1933 年 4 月 27322-27323 筑前 大楠公 益満旭錦 山下良輝作、文推（1934 年総
目録）

1933 年 5 月 27364-27365 筑前 伊賀の曙 益満旭錦

1933 年 6 月 27400-27401 筑前 松岡全権の獅
子吼 益満旭錦

1933 年 7 月 27431-27432 筑前 台湾入 益満旭錦 文推（1934 年総目録（第 2 版））
1933 年 8 月 27465-27466 筑前 近藤勇 山元旭錦
1933 年 9 月 27511-27512 筑前 楠公河内の宿 山元旭錦 文推（1934 年総目録（第 2 版））
1933 年 11 月 27577-27578 錦心流 白虎隊 雨宮薫水 文推（1934 年総目録（第 2 版））

1933 年 12 月 27611-27612 筑前 新作　阿波の
鳴門 山元旭錦 文推（1934 年総目録（第 2 版））

1934 年 1 月 27643-27644 筑前 南部坂雪の別
れ 山元旭錦

1934 年 2 月 27683-27684 筑前 本能寺 山元旭錦

1934 年 2 月 ? 27720-27721 筑前 旗盤山の嵐 山元旭錦 加藤庄市作詞、1934年 3月月報
既発売参照

1934 年 3 月 27728-27729 筑前 桂小五郎と幾
松 山元旭錦

1934 年 4 月 27764-27765 筑前 月形半平太 山元旭錦 文推（1935 年総目録）
1934 年 5 月 27802-27803 錦心流 石童丸 福澤錦凌
1934 年 8 月 27955-27956 筑前 嗚呼東郷元帥 山元旭錦 松本紫水作、臨時発売
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新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考

1934 年 12 月 28099-28100 筑前
尊き一声（日
本人は此処に
ゐる）

山元旭錦 松本紫水作

1935 年 3 月 28236-28237 筑前 乃木将軍（植
木坂の戦） 山元旭錦 文推（1936 年総目録）

1935 年 4 月 28259-28260 筑前 琉球の楠公　
護佐丸 鹿倉旭霊

1935 年 4 月 28261 筑前 吾等の家は五
大州 鹿倉旭霊

1936 年 1 月 28635-28638 錦心流 石童丸＝アル
バム入＝ 永田錦心 大正 13 年 10 月 16 日吹込、

「至宝レコード」として記載

1942 年 9 月 100557-100558 主奏楽 あゝ特別攻撃
隊

琵琶：押田旭窈、
唄：竹内旭祥、
二絃琴：藤舎蘆月、
三味線：金子久子、
尺八：田中允山

邦楽協会推薦、高橋掬太郎作、
押田旭窈作曲

新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考

1933 年 65116-65117 錦心流 西郷隆盛 榎本芝水 1933 年総目録参照、文推
（1933 年総目録）

1933 年 65118 錦心流 菅公 大館錦棋 1933 年総目録参照
1933 年 65119-65120 錦心流 石童丸 大館錦棋 1933 年総目録参照
1933 年 65121-65122 錦心流 続石童丸 大館錦棋 1933 年総目録参照

1933 年 65123-65124 錦心流 肉弾三勇士 大館錦棋 大坪草二郎作、1933 年総目録
参照

1933 年 65125-65126 錦心流 本能寺 大館錦棋 1933 年総目録参照
1933 年 65127-65128 錦心流 本能寺 萩谷錦川 1933 年総目録参照
1933 年 65129-65130 筑前 白虎隊 高野旭方 1933 年総目録参照

1933 年 65131-65132 筑前 石童丸 高野旭方 1933 年総目録参照、文推
（1933 年総目録）

1933 年 65133-65134 筑前 台湾入 高野旭方 1933 年総目録参照
1933 年 65135-65136 筑前 佐倉義民伝 高野旭方 1933 年総目録参照

1933 年 65137 筑前 大楠公（桜井
の駅） 川原旭鳳 1933 年総目録参照

1933 年 65138-65139 筑前 常陸丸 川原旭鳳 1933 年総目録参照
1933 年 65140-65141 筑前 満蒙事変 益満旭錦 1933 年総目録参照
1933 年 65142-65143 筑前 古賀連隊長 益満旭錦 1933 年総目録参照
1933 年 65144-65145 筑前 肉弾三勇士 益満旭錦 1933 年総目録参照
1933 年 7 月まで 65785-65786 錦心流 川中島 大館錦棋 1935 年総目録参照
1933 年 7 月まで 65861-65862 筑前 橘中佐 豊田旭穣 1935 年総目録参照

1933 年 7 月まで 65900-65901 筑前 天理教祖伝　
霊救 山元旭錦 1935 年総目録参照

1933 年 7 月まで 65906-65907 高峰 宇治川 高峰筑風 1935 年総目録参照
1933 年 8 月 ? 65949 筑前 乃木将軍 田中旭嶺 1933 年 9 月月報既発売参照
1933 年 8 月 ? 65999-66000 筑前 川中島 豊田旭穣 1933 年 9 月月報既発売参照
1933 年 10-11 月 66144-66145 錦心流 紅葉狩 大館錦棋 1933 年 12 月月報既発売参照
1934 年 1-3 月 66267-66268 錦心流 吹雪の敵 大館錦棋 1934 年 4 月月報既発売参照
1934 年 5-12 月 66380-66381 錦心流 桜狩 大館錦棋 1935 年総目録参照
1934 年 5-12 月 66416-66417 筑前 石童丸（前篇）豊田旭穣 1935 年総目録参照

【表三】リーガルにおける近代琵琶楽レコード発売目録
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新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考
1934 年 9 月 66544-66545 筑前 赤垣源蔵 田中旭嶺
1935 年 1 月 66721-66722 筑前 大高源吾 豊田旭穣 レコードタイムス 1 月号参照

1935 年 2 月 66776-66777 講談 乃木将軍（陣
中の夢） 水也田呑洲 レコードタイムス 2 月号参照

1935 年 3 月 66823-66824 筑前 石童丸 豊田旭穣
レコードタイムス 3 月号参照、

「石童丸（続）」（1935 年 5 月月
報既発売）

1935 年 4 月 66878 筑前 井伊大老 高野旭嵐 レコードタイムス 4 月号参照
1935 年 5 月 66930-66931 講談 大楠公 水也田呑洲

1935 年 7 月 67039-67040 薩摩 彰義隊 吉村岳城 池辺義象作詞、「会社推薦の優
秀盤」（レコードタイムス7月号）

1935 年 8 月 67100-67101 高峰 白虎隊 高峰筑風
1935 年 9 月 67171-67172 筑前 那須与市 高野旭嵐
1935 年 10 月 67222-67223 筑前 近藤勇 山元旭錦
1935 年 11 月 67316-67317 筑前 伊賀の曙 高野旭嵐 レコードタイムス 11 月号参照

1935 年 12 月 67329-67330 筑前 大忠臣蔵 山元旭錦 山下由輝作、1936 年総目録に
は「中篇」の記載あり

1936 年 1 月 67384-67385 筑前 大忠臣蔵（前
篇） 山元旭錦

1936 年 1 月 67386-67387 高峰 那須与市 高峰筑風
1936 年 2 月 67447-67448 筑前 小督 高野旭嵐
1936 年 2 月 67449-67450 薩摩 鉢の木 吉村岳城

1936 年 3-7 月 ? 67509-67510 筑前 大忠臣蔵（後
篇） 山元旭錦 1936 年 8 月月報既発売参照

1936 年 3-7 月 ? 67511-67512 錦心流 山科の別れ 福澤錦凌 1936 年 8 月月報既発売参照
1936 年 3-7 月 ? 67620 筑前 橘中佐 山元旭錦 1936 年 8 月月報既発売参照
1936 年 3-7 月 ? 67621 錦心流 本能寺 雨宮薫水 1936 年 8 月月報既発売参照
1936 年 3-7 月 ? 67678-67679 筑前 広瀬中佐 山元旭錦 1936 年 8 月月報既発売参照
1936 年 3-7 月 ? 67680 錦心流 桜井の駅 福澤錦凌 1936 年 8 月月報既発売参照
1936 年 3-7 月 ? 67737-67738 筑前 高田の馬場 高野旭嵐 1936 年 8 月月報既発売参照
1936 年 3-7 月 ? 67739-67740 薩摩 光秀の最後 吉村岳城 1936 年 8 月月報既発売参照
1936 年 8 月 67798-67799 筑前 扇の的 山元旭錦
1936 年 9 月 67856-67857 筑前 安宅の関 高野旭嵐
1936 年 9 月 67858-67859 錦心流 別れの盃 福澤錦凌
1936 年 10 月 ? 67906-67907 筑前 石童丸 山元旭錦 1936 年 11 月月報既発売参照
1936 年 11 月 67962-67963 筑前 壇の浦 高野旭嵐
1936 年 12 月 67996-67997 筑前 赤垣源蔵 高野旭嵐

1937 年 1 月 68053-68054 筑前 義士の討入り 高野旭嵐、
琴：高野旭方

1937 年 1 月 68055-68056 筑前 伊賀の曙 山元旭錦
1937 年 2 月 68116-68117 筑前 坂本龍馬 山元旭錦
1937 年 3 月 68173 筑前 湖水渡り 山元旭錦
1937 年 3 月 68174-68175 錦心流 松の廊下 大館錦棋
1937 年 4 月 68228 筑前 常陸丸 山元旭錦
1937 年 4 月 68229 錦心流 河内の宿 福澤錦凌
1937 年 5 月 68289-68290 筑前 西郷隆盛 山元旭錦
1937 年 6 月 68347-68348 筑前 川中島 山元旭錦

1937 年 7 月 68404-68406 都 明智左馬之介
湖水渡り 高橋春錦

柿木寸鐵作詞・作曲、既発売
目録には「錦心流琵琶」の項
目に記載
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新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考
1937 年 8 月 68470-68471 筑前 高田の馬場 山元旭錦
1937 年 8 月 68472-68473 錦心流 石童丸 福澤錦凌
1937 年 9 月 68532-68533 筑前 霊馬の漣 山元旭錦

1937 年 9 月 68534-68535 都 吉田松陰 高橋春錦 柿木寸鐵作詞・作曲、「薩調改
造特許都琵琶」

1937 年 10 月 68582 都 西郷隆盛 高橋春錦 柿木寸鐵作詞・作曲、「薩調改
造特許都琵琶」

1937 年 10 月 68583-68584 筑前 林大佐 山元旭錦 山下良輝作詞
1937 年 11 月 68650-68651 筑前 大高源吾 高野旭嵐

1937 年 12 月 68683-68684 筑前 南苑の華噫酒
井少佐 山元旭錦 高橋掬太郎作

1938 年 1 月 68732-68733 都 支那軍覆滅の
歌 高橋春錦 柿木寸鐵作曲

1938 年 2 月 68794-68795 筑前 渡洋爆撃行 村上旭蓮 海軍中佐梅崎卯之助作詞、田
中旭嶺作曲

1938 年 3 月 68835-68836 都 那須与市宗高 高橋春錦 柿木寸鐵作詞・作曲、「薩調改
造特許都琵琶」

1938 年 4 月 68876 筑前 関ヶ原 山元旭錦

1938 年 5 月 68928 錦心流 月下の陣―露
営の夢― 三輪椛水

1938 年 5 月 68929 筑前 吉野静 豊田旭穣

1938 年 6-7 月 ? 68970-68971 筑前 月形半平太 山元旭錦 1938 年 11 月月報昭和 13 年
1-10 月新譜参照

1938 年 6-7 月 ? 69025 筑前 大高源吾 山元旭錦 1938 年 11 月月報昭和 13 年
1-10 月新譜参照

1938 年 8 月 69078-69079 筑前 夜討曾我 豊田旭穣
1938 年 9 月 69135-69136 筑前 鉢の木 豊田旭穣

1938 年 10 月 ? 69183-69184 筑前 四條畷 豊田旭穣 1938 年 11 月月報昭和 13 年
1-10 月新譜参照

1939 年 2 月 69333-69334 筑前 赤垣源蔵 山元旭錦

1939 年 4 月 69453-69455 芝水流 脇坂部隊（南
京一番乗） 榎本芝水

中山正男原作、林じゅん脚色、
榎本芝水作曲、「陸軍省推薦

『脇坂部隊』所載」

新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考

1928 年 4 月 50253 高峰
童謡双立歌／
童謡蛍の出盛
り

東京交楽団員 高峰三楽奏

1928 年 4 月 50255-50256 高峰 扇の的 唐澤筑瑞
1928 年 4 月 50265 錦心流 西郷隆盛 雨宮錦峰
1928 年 5 月 50316 筑前 壇の浦 田中旭嶺 五絃

1928 年 5 月 50317 筑前 湖水渡 田中旭嶺 文推（1930 年総目録、1933 年
には推薦マークなし）

1928 年 6 月 50248 高峰 台湾入 唐澤筑瑞
1928 年 6 月 50327 筑前 橘中佐 田中旭嶺
1928 年 7 月 50194 錦心流 石童丸 永田錦心 旧吹込、曲種は「薩摩」
1928 年 7 月 50195 錦心流 常陸丸 永田錦心 旧吹込、曲種は「薩摩」
1928 年 7 月 50196 錦心流 城山 永田錦心 旧吹込、曲種は「薩摩」
1928 年 7 月 50197 錦心流 本能寺 永田錦心 旧吹込、曲種は「薩摩」

【表四】ビクターにおける近代琵琶楽レコード発売目録
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新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考
1928 年 8 月 50409-50410 筑前 義士の本懐 田中旭嶺

1928 年 9 月 50532 筑前 橋弁慶
琵琶：田中旭嶺、
伴奏：ビクター音
楽部

ピアノ伴奏

1928 年 9 月 50533-50534 筑前 宇治川
琵琶：田中旭嶺、
伴奏：ビクター音
楽部

ピアノ伴奏

1928 年 11 月 50432-50433 錦心流 川中島 榎本芝水
1928 年 11 月 50457 筑前 小栗栖 田中旭嶺 五絃
1928 年 12 月 50482 錦心流 雪晴れ 雨宮錦峰
1929 年 2 月 50579-50580 錦心流 城山 榎本芝水
1929 年 3 月 50655 筑前 菅公 秋根旭恵
1929 年 3 月 50670-50673 錦心流 石童丸 榎本芝水

1929 年 4 月 50674-50675 薩摩 旅順開城 吉村岳城 文推（1930 年総目録）、「岳城
流宗家」

1929 年 4 月 50688 筑前 南部坂 岡野旭榮
1929 年 5 月 50712-50713 筑前 小督 金地旭園
1929 年 6 月 50736-50737 筑前 常陸丸 田中旭嶺 文推（1930 年総目録）
1929 年 7 月 50779-50780 錦心流 常陸丸 榎本芝水
1929 年 8 月 50806-50807 高峰 血染の雪 櫻井筑香
1929 年 10 月 50874-50875 錦心流 本能寺 榎本芝水 文推（1931 年総目録）
1929 年 11 月 50910 高峰 大石内蔵之助 櫻井筑香
1929 年 12 月 50947-50948 錦心流 台湾入り 榎本芝水 文推（1932 年総目録）
1930 年 1 月 50990-50991 筑前 台湾入り 田中旭嶺
1930 年 1 月 50992-50993 錦心流 橘大隊長 榎本芝水 1～4 面
1930 年 2 月 51046-51047 筑前 大高源吾 田中旭嶺
1930 年 3 月 51066-51067 筑前 四條畷 田中旭嶺
1930 年 4 月 51097-51098 錦心流 桜狩 榎本芝水
1930 年 5 月 51138-51139 筑前 乃木将軍 川原旭鳳
1930 年 6 月 51179-51180 筑前 霊馬「漣」 田中旭嶺

1930 年 7 月 51247-51248 錦 白虎隊 水藤錦穣 文推（1932 年総目録）、「錦心
流錦琵琶」

1930 年 8 月 51284-51285 筑前 衣川 田中旭嶺
1930 年 9 月 51323-51324 錦心流 橘大隊長 榎本芝水 5～8 面
1930 年 10 月 51360-51361 錦 屋島の誉れ 水藤錦穣 「錦心流錦琵琶」
1930 年 11 月 51412-51413 筑前 夜討曾我 田中旭嶺 文推（1932 年総目録）
1930 年 12 月 51484-51485 錦 敦盛 水藤錦穣 「錦心流錦琵琶」
1931 年 1 月 51513-51514 筑前 乃木大将 田中旭嶺

1931 年 2 月 51538-51539 錦 吉野落ち 水藤錦穣 文推（1933 年総目録）、「錦心
流錦琵琶」

1931 年 3 月 51575-51576 筑前 広瀬中佐 田中旭嶺 文推（1932 年総目録）
1931 年 4 月 51611-51612 筑前 坂本龍馬 川原旭鳳
1931 年 5 月 51681-51683 錦 本能寺 水藤錦穣 田中濤外作詞、「錦心流錦琵琶」
1931 年 6 月 51696-51697 筑前 地震加藤 田中旭嶺 文推（1933 年総目録）
1931 年 7 月 51770-51771 錦 楠公 水藤錦穣 「錦心流錦琵琶」
1931 年 8 月 51816-51817 高峰 高山彦三郎 高峰筑風
1931 年 9 月 51829-51830 筑前 高田の馬場 田中旭嶺
1931 年 10 月 51889-51890 錦 五條橋 水藤錦穣 「錦心流錦琵琶」

1931 年 11 月 51782-51783 高峰 乃木将軍 高峰筑風 日本伝統文化振興財団調査報告
書「1931 年 8 月発売」
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新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考
1931 年 12 月 51974-51975 筑前 丸橋忠弥 田中旭嶺
1932 年 1 月 52033-52034 高峰 扇の的 高峰筑風

1932 年 2 月 52035-52036 錦 義士の討入 水藤錦穣
臨時発売新譜、「錦心流錦琵琶」、
日本伝統文化振興財団調査報告
書「1931 年 12 月発売」、文推

（1937 年総目録）
1932 年 2 月 52076-52077 筑前 坂本龍馬 田中旭嶺 文推（1933 年総目録）
1932 年 3 月 52110-52111 高峰 川中島 高峰筑風
1932 年 4 月 52142-52143 錦 雪の進軍 水藤錦穣 「錦心流錦琵琶」

1932 年 3 月 52170-52171 筑前 北満嵐（噫経
理部隊十六士）豊田旭穣 3 月発売追加新譜、臼田少佐作

詞、文推（1937 年総目録）
1932 年 5 月 52175-52176 筑前 鬼界ヶ島 田中旭嶺
1932 年 6 月 52237-52238 錦 古賀連隊長 水藤錦穣

1932 年 6 月 52250-52251 高峰 国の華―爆弾
三勇士 高峰筑風 大坪草二郎作詞

1932 年 7 月 52278-52279 高峰 湖水渡 高峰筑風 文推（1937 年総目録）
1932 年 8 月 52324-52325 筑前 扇の的 田中旭嶺 文推（1934 年総目録）
1932 年 9 月 52365-52366 錦 堅田の落照 水藤錦穣
1932 年 10 月 52396-52397 高峰 児島高徳 高峰筑風
1932 年 11 月 52424-52425 筑前 本能寺 田中旭嶺
1932 年 12 月 52468-52469 高峰 小敦盛 高峰筑風
1933 年 1 月 52507-52508 錦 錦の御旗 水藤錦穣
1933 年 2 月 52540-52541 筑前 項羽 田中旭嶺
1933 年 3 月 52578-52579 高峰 本能寺 高峰筑風
1933 年 4 月 52606-52607 錦 曲垣平九郎 水藤錦穣 田中濤外作詞、水藤錦穣作曲
1933 年 5 月 52632-52633 筑前 平野の最期 田中旭嶺 葛生桂雨作詞、二世橘旭翁作曲
1933 年 6 月 52671-52672 高峰 台湾入 高峰筑風
1933 年 7 月 52702-52703 錦 石童丸 水藤錦穣 文推（1937 年総目録）
1933 年 9 月 52775-52776 筑前 白虎隊 田中旭嶺 文推（1937 年総目録）
1933 年 10 月 52803-52804 高峰 東郷元帥 高峰筑風 長井静泉作、高峰筑風作曲

1933 年 11 月 52839-52840 筑前 紅葉狩 田中旭嶺、
安部旭榮 神野三巴作詞、安部旭洲作曲

1933 年 12 月 52871-52872 錦 大高源吾 水藤錦穣

1934 年 1 月 52907-52908 高峰 小楠公 高峰筑風 櫻井の別れ 上下、正行の最後 
上下

1934 年 2 月 52951-52952 高峰 常陸丸 高峰筑風 池辺義象作詞、文推（1937 年
総目録）

1934 年 3 月 52979-52980 高峰
志士の鑑（沖
禎介・横川省
三の最期）

高峰筑風

1934 年 5 月 53043-53044 高峰 吉田松陰 高峰筑風
1934 年 7 月 53104-53105 高峰 護良親王 高峰筑風 高峰筑風作曲
1934 年 9 月 53167-53168 高峰 建国の神 高峰筑風 長井静泉作詞、高峰筑風作曲
1934 年 11 月 53236-53237 錦心流 噫、小野訓導 萩谷ᣁ水
1935 年 1 月 53290-53291 高峰 白虎隊 高峰筑風
1935 年 4 月 53364-53365 高峰 血染の雪 高峰筑風

1935 年 6 月 53419-53420 錦心流 乃木将軍（最
後の参内） 萩谷ᣁ水 酒井幽泉作詞、萩谷ᣁ水作曲

1935 年 8 月 53500-53501 高峰 日蓮上人 高峰筑風

1935 年 12 月 53571-53572 高峰 南部坂 高峰筑風 高峰筑風作詞・作曲、文推
（1937 年総目録）
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新譜年月 レコード番号 曲種 曲目 演奏者 備　　考
1933 年 3 月 J10027 筑前 城山の西郷 荒牧旭弘
1934 年 3 月 J10145-J10146 筑前 湖水渡り 大坪旭邦
1934 年 6 月 J10171-J10172 筑前 大徳寺 大坪旭邦

1934 年 7 月 J10181-J10182 筑前 佐渡情話　盥
のお玉 荒牧旭弘 河原杏子作詞、荒牧旭弘作曲

1935 年 8 月 J10286 錦心流 西郷隆盛 雨宮錦峰

1935 年 10 月 J10308-J10309 筑前 空閑少佐 高野旭嵐 村瀬時男作詞、文推（1937 年
総目録）

1936 年 1 月 J10340-J10341 筑前 伊賀の曙 高野旭嵐 文推（1937 年総目録）
1936 年 5 月 J10369-J10370 錦心流 船弁慶 雨宮薫水

1936 年 7 月 J10392-J10393 鶴鳴流 川中島 若松干城 南部露庵作詞、1～3 面、詩吟
《飛雨蕭々》も収録

1936 年 9 月 J10406-J10407 錦心流 児島高徳 雨宮薫水
1937 年 7 月 S1060 筑前 川中島 田中旭嶺
1937 年 8 月 S1034 筑前 常陸丸 田中旭嶺
1937 年 10 月 ? S1097 筑前 龍の口 田中旭嶺 1937 年 11 月月報既発売参照
1937 年 11 月 S1125 筑前 義士の本懐 田中旭嶺

1937 年 11 月 S1148 筑前 空の訣別 押田旭窈
大澤逸足作詞、押田旭窈作
曲、事変特集レコード、10 月
1 日臨時発売

1938 年 1 月 S1177 筑前 江戸の暁鐘 押田旭窈 大澤逸足作詞、二世橘旭翁作
曲

1938 年 3 月 ? S1228 筑前 台湾入 田中旭嶺 1938 年 4 月月報既発売参照
1938 年 4 月 S1250 筑前 曾我の夜討 田中旭嶺 初代橘旭翁作曲
1938 年 5 月 S1274 筑前 大楠公 田中旭嶺 飯田胡春作詞、橘旭翁作曲

1938 年 10 月 Z-33 芝水流 城山の月―新
曲琵琶小品 榎本芝水 野村無名庵作詞、榎本芝水作

曲

1938 年 12 月 Z-78-Z-79 筑前 空の誉 豊田静芭 陸軍航空兵大佐臼田寛三作
詞、豊田静芭作曲

1939 年 3 月 Z-99 芝水流 凱旋乃木 榎本芝水 野村無名庵作詞、榎本芝水作
曲

1939 年 10 月 Z-231-Z-232 芝水流 空軍の華―福
山航空兵大尉 榎本芝水 和田一之作詞、榎本芝水作曲

1940 年 1-2 月 Z-273-Z-274 芝水流 少年航空兵 榎本芝水 日本伝統文化振興財団調査報
告書参照

【表五】ジュニア・ビクター大衆盤・スター・Z盤における近代琵琶楽レコード発売目録

【表六】 昭和 5年 1月～昭和 14年 11月に発売されたコロムビア邦楽レコード種目別一覧
（上位 40位）

順位 種　　目 昭和 5-6 年
（1930-31）

昭和 7-8 年
（1932-33）

昭和 9-10 年
（1934-35）

昭和 11-14 年 11 月
（1936-39） 合計

1 流行歌 40 129 155 503 827
2 浪花節 157 173 85 124 539
3 子供もの 75 93 74 141 383
4 新民謡 72 84 135 40 331
5 端唄小唄 63 54 46 75 238
6 俚謡 67 94 48 23 232
7 ジャズソング 22 19 66 112 219
8 独唱 21 76 43 59 199



昭和戦前期にＳＰレコードで発売された近代琵琶楽
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順位 種　　目 昭和 5-6 年
（1930-31）

昭和 7-8 年
（1932-33）

昭和 9-10 年
（1934-35）

昭和 11-14 年 11 月
（1936-39） 合計

9 長唄 46 41 26 76 189
10 映画主題歌 68 42 27 51 188
11 軍歌・団歌・校歌・国民歌・応援歌 20 24 20 74 138
12 琵琶 48 46 21 2 117
13 箏・尺八 15 32 18 31 96
14 歌舞伎・演劇・喜劇 56 21 9 4 90
15 宝塚少女歌劇団 8 8 21 51 88
16 ヴァイオリン 3 10 24 42 79
17 松竹少女歌劇団 1 10 22 44 77
18 落語・漫談・漫劇 24 21 20 10 75

ダンス音楽 ― 18 24 33 75
19 義太夫 52 13 ― 6 71
20 詩吟 3 8 17 34 62
21 舞踊小唄 ― ― ― 55 55

演説 6 16 4 29 55
22 清元 16 20 12 6 54
23 映画説明 42 3 ― 8 53
24 器楽 16 ― 2 34 52
25 オーケストラ 2 1 16 23 42＊ 1

26 ハーモニカ 4 5 8 26 43
27 雑 5 10 23 ― 38
28 ブラスバンド 3 2 8 24 37
29 宗教・讃美歌 13 6 11 3 33
30 謡曲 8 8 10 4 30
31 運動競技 4 2 4 16 26
32 ギター・尺八 ― 2 6 17 25
33 和洋合奏 7 9 2 5 23
34 合唱 2 7 4 9 22
35 ドラマ ― 13 5 2 20
36 ピアノ 1 ― 4 14 19

ギター ― ― 1 18 19
37 常磐津 15 ― ― 3 18

マンドリン ― 3 6 9 18
スケッチ 6 4 ― 8 18

38 満洲レコード ― ― 3 25 28＊ 2

39 映画劇 4 4 4 2 14
40 朗読 ― 4 7 1 12

〈凡例〉
『日蓄（コロムビア）三十年史』（1940）を参照し、修正を加え筆者作表。
＊ 1　「46」と記載されていたが、合計と異なっていたため修正した。
＊ 2　満洲レコードの合計数から上位だと推測されるが、そのまま記載した。
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